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ま え カヾ き

今回は､農業インフラ関係(金津,垣内､松本)は1991年7月28日から8月7日まで､

パキスタン回数共和国､優良種子関係(吉野､深沢)は同年7月28日-B月16日まで､パ

キスタン回教共和国､バングラデシュ共和国､ブータン王国及びネパール王国において､

農業開発事前調査(基礎調査及び小規模調査)を実施した｡

農業インフラ関係では､パキスタン回教共和国のパンジャブ州の農地保全･開発計画と

かんがい水路の落差を利用した､小水力発電による農村開発計画の現地調査を実施したが､

後者については､小規模調査に該当するので､別冊で事前報告書を取りまとめたので､併

せて御読みいただければ幸いである｡ここでは､前者についてのみ取りまとめた｡

パキスタン回教共和国の人口は1989年1億 700万人に達し､年平均増加率は3%を上回

り､今世紀末には1億4,80D万人に､また2012年には2億 700万人に達するものと予想さ

れている｡また､この人口に対する食棲生産をみると､現在､既に限度に釆ており､ 2000

年には穀物輸入量は $00万トン､ 2012年には1,500万トンにまで増加する見通しである.

これらの対策として食糧増産計画が有り､その一つの対策として､肥沃なラビ河流域の浸

食防止による農地の陳全及び農地の開発が計画されている｡

また,農地開発の一環として､同地区を流れるインダス河支凍のラビ河両岸に広がる農

耕地の交流･農業生産物の流通のためにミャンチャヌ地区に橋梁を建設する計画も有る｡

この計画は､特に大洪水には､近隣の河川の橋梁が使用出来なくなるため,使用可能な橋

梁を建設し､両岸の交流のみならず､農民の安全確保等にも役立てようというものである｡

本計画に対するパンジャブ州政府及び地元住民の要望は極めて強い｡

優良種子関係では､パキスタン回教共和国､バングラデシュ共和国､ブータン王国､及

びネパール王国について現地調査を実施した｡

4ヶ所について共通していえることは､いずれの国も農業が主要産業であり､農業生産

性の向上と安定化が重視されており､その対策の一つとして､優良種子の普及が脚光を浴

びてきたことである｡

パキスタン回教共和国においては､パンジャプ州のクジャランワラ周辺の稲作地帯に種

子処理プラントを備えた種子農場を建設し､主に米､付属的に麦の種子を行う｡これによ

り､良質で安価な康良種子を農民-供給し､農業生産性を向上させる｡この計画は現在､

パンジャブ種子公社が進めている種子生産施設の拡充計画の一端を担うものであるo

バングラデシュ共和国においては､農業部門がGDPの37% (1989年)を占める農業国

である｡それにもかかわらず,国民のビタミン源として重要な野菜の摂取量は､一人一日

当たり50gと絶対供給量が不足しており､国民の食生活改善という栄養的見地から野菜生

産休系の改善による増産は重視され,優良種子の供給は緊急の課題とされている｡



農業開発公社(BADC)は､全国に22の種子生産農場を持ち主要作物の瞭種生産､採

種農家との契約による保証種子の生産を行っている｡野菜の種子生産に関しては､ 2つの

種子生産農場を保有し優良種子の生産を行っているものの､その生産量の約2%に過ぎず､

今後､野菜種子の増産が強く望まれている｡

北西部の野菜生産地に､新たな野菜の優良種子生産農場を車偏し､原稽の生産を行うと

共に､周辺の採種農場との契約栽培によって､保証種子を生産するc また､種子処理プラ

ントの建設により良質の種子を生産し､野菜種子の増産･普及を図ると同時に､パイロッ

ト農場として民営化のモデルケースとする｡

ネパール王国は国民の90%以上が農業に従事しているにもかかわらず､南部に広がるタ

ライ平原を除いては､まとまった耕作適地が無く､農家一戸当たりの耕作面積が非常に小

さい｡しかも土地生産性ほ低い｡その改善のための有力な手段としては､現地農業に適応

した品種の普及が重要視されている｡現在の優良種子の生産配布状況は､必要量に比べて

非常に少ない｡

政府は､挿子生産■の民営化を政策として掲げており､民間活力を導入することを検討し

ている｡しかしながら､民営化を推進するにしても､某本穀物の原種年産､挿子の検査保

証は政肘機関が責任をもって行う基本方針であり､今後､以ヒの機能の強化が同国種子産

業強化のために必要となっている｡

現在､原種生産を行っている国立農業研究センター傘下の8つの原種生産農場の施設機

材を充実させることで､現在不足している原種の生産体制を強化する｡

ブータン王国の経済に占める農業の比重は大きく､人口の9割は農業･畜産業に従事し

ている.現行の開発計画(第6次5ケ年計画､ 19$7年-]992年)の中でも､農業部門は高

い優先度が与えられており､主要食糧の自給率の向上､農家の現金収入の増加､農業生産

性の向上が目標として上げられている｡そのための政策として､優良種子･種苗の生産配

布は重要な位置を占めている｡

同国の優良種子･種苗の生産配布は､ 1984年より農業局内に設置された hTationa] Seed

and P一ant Production Progra州e (NASEPP)によって､一元的に行われている｡ NASEPPの

主要施設は､日本の撫慣資金協力によって整備されたものであり､現在､主要穀物､野菜

種子の加工販売､果樹種苗の生産販売を精力的に行っている｡増大する種子･種市の需要

に対応するためには､現有の施設では手狭になっており､その施設の増強が強く望まれる

状況となっている｡

NASEPPの施設機材を増強することによって､優良種子･種苗の加工､生産､販売能力を

高め､増大する需要に対応する｡

4ケ国の現地調査の結果について概略したが､いずれの国においても､安定した優良博

子の供給及び配布については､現地政府及び農民からも強く要望されている｡



以上,農業インフラ関係ついては1ケ国､優良種子関係については4ケ国の農業開発事

前調査を行ったが､自然条件は国によってかなり異なっているが､農業が主要産業である

ことは共通している｡それにもかかわらず､食糧が十分安定供給されていない｡その対策

については一様にいえないが､少なくとも本現地調査によって知り得た結果を基にして､

対策の一つを本事前調査報告書にとりまとめた.

最後に､今回の事前調査にあたって､ご指導､ご協力をいただいた4ケ国の在日本国大

使館､ ∫ I CA事務所､ 4ケ国の政府関係機関及び関係事務所の方々に一深甚なる謝意を表

する次第です｡

1991年8月

4ヶ国農業開発事前調査団長

金 津 昭 治
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パキ ス タ ン 回教共和国



Ⅰ.パキスタン回教共和国

ト1一般事情

l-1-1概 要

パキスタン回教共和国は西及び西北でイラン及びアフガニスタンと接し､東

北でカシミールを径て中国に接し､東でインドに接している｡南にアラビア海

に面する海岸線を有し､国の中央を東北部のヒマラヤ山脈から発生するインダ

ス河が南西に向ってアラビア海に貫流している｡このインダス河にインド領内

に水源を有する4本の支流が注ぎ込んでいる｡北から順にジェルム河､チェナ

プ河､ラビ河､ストゥレジ河となっており,インダス河の本流がパンジャブ州

と北西辺境州との周境をなし､上記4支流は全てパンジャプ州内を流れているo

西部にはプラ一山脈とパルチスタン高原があり､南東部や西南部には砂漠地帯

を有する｡

年平均降雨量は南部で100- 400mm､北部で500- I,000mであり､比較的

少雨量地域と言える｡平野部の気温は夏に40℃を越え､冬でも南部で15℃､北

部で5単位程度である｡山岳地帯では降雪地域もあり､スキー場も建設されて

いる｡

パキスタン回教共和国の英国からの独立は1g4ア年8月14日にインドとともに

達成し､東西パキスタン時代を経て､東パキスタン共和国はバングラデシュ共

和国となった｡

人口は1.1億人で､年率3%の増加率は世界で最も高い方である｡国民の97

%はイスラム教徒であり､これが国数となっているo

行政組織はパンジャブ州､シンド州､パルチスタン州､北西周墳州の4州か

らなる連邦共和制であり､連邦に大続領･首相があると同時に､各州政府に議

会があり､首相が任命され､各省に大臣がいて､州内の行政組織を形成してい

る｡最大の州はパンジャプ州で人口が全体の56.5%を占めており､順にシンド

州22.6%､北西周境州13.2%､パルチスタン州 5.1%及び周墳種族行政連合

(FATA)が 2.6%となっているo

1990年の10月の選挙で圧倒的勝利を納めたイスラム民主同盟及び同年11月6

日にプット政権に挙って登場したナワズ･シャリフ首相は､経済の民主化改革

を強力に推進中である｡シャリフ首相はパキスタン経済界を代表する実業家で

あると同時に､蔵相やパンジャブ州の首相を歴任した政治家でもある｡新政府

は,国営産業の民営化､政肘支出の制御､規制撤廃,外国投資と貿易促進のた

めの規制緩和などの思いきった径済改革をスタートさせている.
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産業構造は､農林水産業がGDPの約26%､工･鉱業が約21%､サービス業

が約45%､建設業が約6%､電力･ガス業が約4%となっている｡

GNPは約 424億ドルで､ 1人当りでは 385ドルである｡目本は米国と並ん

でパキスタンに対する主要援助国であり､ 1987年には最大の二国間ODA供与

国となった｡ 1989年度までの援助累計額でみると､無償資金協力では世界の対

象国の中でパキスタンは第3位､有償資金協力では第6位となっている｡

パキスタンの主要輸出相手国は､ペルシャ湾岸諸国と欧亜大陸である｡特に

湾岸戦争後のクウェートとアフガニスタン､イランに注目している｡輸出商品

としては､繊維と織物が主体で､原綿･綿製品で全輸出額の38%を占め､米が

11%､皮製品が6%､カーペットが5%となっている｡ 1990年7月から1991年

4月までの輸出額累計は約50億ドルであり､前年比25%の伸びを示している｡

輸入は工業製品が主で､産業用機械や車両等が32%､原油が15%､食料品が7

%､食用油が8%となっている｡国の経済収支は1988年度でマイナス14億ドル

であり､現在のインフレは年率6%である｡
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ト1-2 農業の概況

パキスタンにおける重要な農作物は､作付面積の大きさの順でみると､小麦､

綿､米､豆類､サトウキビ､トウモロコシとなっている｡

国民の主食である小麦は､全耕地面積の半分近くを占める 7亀Q万haに作付ら

れ､毎年約1,200- 1,450万トンが生産されている｡小麦は､ほぼ自給を達成

-
しているものの､一時的な天候不順に-よって生産量は多少左右きれるため､輸

入を余儀なくしなければならない状態にある｡ (表一卜2)

小麦に次いで重要な農作物は綿であり､年間130- 140万トンが生産され､

綿花､綿製品として輸出されている｡綿実は食用油の原料として重要な役割を

果たし､また､その搾り粕は家畜の飼料として使用されているo

米は､綿と並ぶ重要な輸出作物として年間約 300万トンが生産され､年によ

る変動はあるにせよ､そのうちの約3-4割が中近東などに輸出されている｡

その他の主だった農作物はトウモロコシ,豆､大麦､飼料作物､サトウキビ､

胡麻である｡ (主要作物の作付面積･生産量･収量を義一卜1に示す)

表一卜1 主要作物の作付面積･生産量･収量

主要農作物J年次
80-84 1985/ 1986/ 1987/ 1988/

19日呂/qJ平均 86年 87年 88年 89年

娩粁, ･i7:'552苦言
7,403 7,706 7,308 7,730 7,845
'13,923 i2,016 12,675 i4.419 14,Sis
1,881 1,55g

-1,734
1,865 1.825

鮎寓語粁,主:]9]7言1,863 a,066 1,g63 2,042 2,107
2,g19 3,486 3,241 3,200 3,220

1,685 1,567 1,688 1,651 1,567 i,528

‾鶴療窮鮮一
781 804 816 854 866 863

g90 1,009 1,111 1,127 1,204 1,17g
i,Z67 1,256 1,361 1,320 1,391 i,367

琶醜iF)6hQi9g批
a,ZIO 2,364 2,505 Z,568 Z,61g Z,5gg

4,456 7,155 7,760 8,633 8,385 8,560
343･ 515 527 572 544 560

鷲宴葉F;h6a,8ot9ha,
914 I,033 1,u82 821 g79 1,035
433 586 583 372 456 562
474 567 539 453 466 543

観軒
897 780 762 842 877 854

33,580 27,856 29,926 33.029 36,976 35,494

37.5 35.7 39.6 39.2 42.2 41.5

出典: ^gricultLlral Statistics of Pakistan 198g-90
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パキスタンにおける主要穀物は小麦､米､トウモロコシ､豆類であり､義一I

-3に示すようにパンジャブ州で生産される割合は大きいo

19&9/90年､パンジャブ州では､約1.052万トンの小麦が生産されたo この

年,パキスタン全土では約l,432万トンの小麦が生産されており､パンジャブ

州の生産量は全体の73%を示している.

小麦に次いで生産量が大きいのは米であり､ 1989/90にはパキスタン全土で

約 322万トンが生産されたo その内､約46%はパンジャブ州､ 42%がシンド州

というように米の殆どは､これら2州によって生産されている｡パンジャブ州

においてほ輸出作物として価値のあるバスマティ米が生産されており､イネの

作付面積の約84%､生産量では78%を占めているo また､パンジャブ州のバス

マティ米生産量( 116万トン)は､パキスタン全土の約95%を占めており､全

国的に見ても輸出を重視した稲作であると言える｡

表-ト4は米の輸出量とその金額を示したものである｡この裏から分かる通り､

バスマテイ米の価格は通常の米と比較し､約 2.2倍で取り引きされ､米の輸出

に占めるバスマティ米の比重は大きいと言える｡

義一卜2 小麦の輸入量推移

(単位:1,000り

年次
19日鴇1g喜紘-19粘19払 19粘

1989/
90年

輸入量 544.6 1,562 0 0 1,766 1,603

出典: Agricultural Statistics of Pakistan 1989-90, Ministry of
AgricultLlre and Co-operatives
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義一卜3 各州における主要作物の生産状況(1989年-1990年)

シントー州 北部辺境州
l

nIIWスタン州f 合計

′懐誓
1,044.7 835.6 296.7 7.844.5

簿 2,130.9 1,102.1 564.3 i4,315.5

2,040 l,319 1,go∑ 1,825

芋窟替壷
655..3 61.8 iO8.Z 2,106.9

享…考1,340.0 114.6 283.3 3,320.i

2,045 1,854 Z,618 1.528_

トウ監督董
′‾.･l

196 493.5 46 8269
iL‾.1■ 9:6 710.5 4:2 1,17g.3-

490 1,440 913 1,367

棉

慧管望
′■.･

561.3 1.1 0.2 2598.5

I,T!=::畢1,103.■4
1,7 0.5

I

8,55g.8

334 263 425 560

且癖
-■/･:/′′-1.･

85.6 114.4 19.8 1035.4
メ.p'

68.Z 81.8 15.2
I

561.9

早; 797 715 768 543

250.7 iOZ.1 0.5 854.3

1Z360.0 4427.3 23.4 35493.6

p‡'49.3

I

43.4 46.8
I

41.5

L':去鞘謂h壬L:≡:aTstait寛一害三s
1

:?pO,ta'kTiBs
[Lan*1去:=9_790V,I
7.三in三…otor;a三;s

'

Agriculture and Co-operatives

義一卜4 米の輸出量及び金額

1987-88年 1988-89年 1989-90年
亡〉､ 骨

･金森
普 ノウ､

普通米
千け 百万Rp 千トン 百万Rp 千け 百万Rp

1,210.2 6,404.4 854.3 5,966.6 743,9 5,143.8

n＋スマティ米 221.8 2,828.3 228.0 3,015.9‾ 208■.0 3,043.7

合計 1,432.0 9,232.7 1,082.3 8,982.5 951.9 8,187.5

出典: Agricultural Statistics,of Pakistan 198g-90, Ministry of
Agri.culture and Co-operatives
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パキスタンは約1,600万haの総耕地面積のうち､ 1.000万haが浸水と塩水の

被害を受けている｡政府は年間約8万haの割合で､これらの汚染耕作地の改良

に努めている｡

表一卜5 農業生産の動向

耕定面積 生 産 量

〔 1,000㌶､ 1,000トン〉 1988/89 1986/87 1987/88 1988/89

小 麦 7,730 12,016 12,675 14,419

綿 花 2,619 1,320 1,469 1,426

米 2,042 3.486 3.241 3.200

豆 類 979 583 372 456

砂糖きび 877 29,926 33,029 36.975

トウモロコシ &66 1,111 1,127 1.204

出所: S,tatistical Pocket Book of Pakistan
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I-ト3 国家開発計画

現在､パキスタン政府は軽済開発計画として1988年-1993年を対象とした

｢第7次5ケ年計画+を実施している｡本計画の目標は以下のとおりである｡

a

②

@

㊨

@

@

@

@

⑨

年平均 6.5%のGDP成長率の確保

民間活力の導入

輸出振興(国際収支改善)

財政赤字削減

食糧自給体制の確立

インフラ整備

新規雇用の創造と人的資源の開発

物価の安定

公共サ-ビスの充実

上記の高度径済成長を達成するための一環として､農業セクターにおいては

①国民と企業とが必要とする食糧と原材料を供給すること､ ②輪出振興のため

に余剰生産物を生産すること､ ⑨雇用の機会を創出すること､以上の3つを主

要な目的とし,次の農業基本方針を本計画に盛り込んでいる｡

① 穀物自給体制の維持強化､砂糖の自給達成､食用油の輸入依存度を軽減

@

@

④

する｡

人口増加率を上回る5%の農業成長率達成｡

かんがい用水､土地の有効利用により単収増を図る｡

生産性向上でコストを削減し､農家の所得確保､農産物の国際競争力

強化｡

⑤ 果実､野菜､食用油､肉類､ミルク､家禽､卵等の高価格産品を増産し､

農業の多様化､雇用機会の増大を図る｡

(昏 基礎的生産のほか､農産加工を促進し､生産性向上､所得増大を図る｡

⑦ 農村地域の生産基盤の改善,増大する労働力を農村内で吸収し､大都市

@

⑨

⑩

人口流出を抑制する｡

各行政単位毎に諸施設を改善し､農民自らの自立性を助成｡

小農にも農業生産力に相応した信用供与を行う｡

国土総合開発計画を立て､土地､水､森林を守り改良する｡

以上の農業政策の基本的枠組は､環境破壊と発展地域格差の是正とに対する

配慮をしつつ､農産物対外依存度を低くし自給率を高め､輸出をも振興させる

となっている｡
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パキスタンは､その経済成長がかんがい施設の整備に大きく依存している｡

農業部門がGDPに占める割合は､ 1947年の独立時の53%から1982年では32%

と除々に減ってきてはいるが､依然として最大の生産部門である｡農業部門は

過半の国民の所得源であり､最も重要な輸出部門であると同時に工業部門への

主要な原材料供給部門として位置付けられている｡パキスタンにおける水資源

開発はかんがい施設の整備により､農業生産性の向上を図ってきた｡

本来は単一のかんがい施設綱として整備されてきたものが､独立以来パキス

タンとインドに分断され､両国間の水利権争いが激化したが､ 1960年インダス

河水利協定の締結以来､今日の水資源開発の基礎が定まった｡

比較的少降雨量のこの国では､英国による統治時代よりかんがい水路が建設

され､広大なパンジャブ州の平野に沃野を展開させており､世界でも有数のか

んがいの先進地となっている｡ 1991年に入って､インダス河の水量配分の問凄

に閲し､インド政府との交渉が合意に達し､これを受けてパキスタンの各州毎

の水量配分も合意に達した｡この利用可能水量をベースに､これまでその交渉

の行方を見守ってきた多くの農業開発プロジェクトが動きを開始した状況にあ

るo各州のインダネ河の水量配分はCC I (共通権益に関する協議会)の場で

1991年3月21日合意､承認された｡

インダス河流域のかんがいシステムは 7.100m9/秒の容量を持ち､単一水系

としては世界最大のシステムと言われている｡

の貯水ダム､ 19の堰及び頭首工､ 12の給水路､

水路から構成されている｡

第6次5ケ年計画(1983年-1988年)では､

められている｡すなわち,防御(Protection)

このかんがいシステムは､ 3つ

43のかんがい管区､ 9万の末端

3つの基本方針の下に事業が進

.改良(lmprovedTent) ､拡大

(Extension)の3木柱)である｡

第1番目の防御(Protection)とは､耕地とインフラストラクチャを排水不

良､塩害,洪水から防御するということである｡具体的には次の4項目が挙げ

られている｡

(1)タルベラダムとインダス河水系かんがい施設を早急に改修及び補修事業に

よって防御する｡

(2)地下水に塩害が出てきている深刻な地域を最優先に取上げ､優良農地を排

水不良及び塩害から防御する｡

(3) 1978年から1990年までを対象とした全国洪水防御計画(National Flood

Protection Plan )をフェーズⅠからフェーズⅡへと移行させ､土地とイ

ンフラストラクチャを洪水から防御する｡
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(4)老朽化した公共井戸(Public Tubewell)を取換えることにより､地下水

かんがいを防御する｡

第2番目の改良(I付prOVement)とは､既設のかんがいと排水施設の改良と

いうことであり,具体的には次の5項目が挙げられている｡

(1)水の分配効率を向上させるためにかんがい及び排水施設を改良する｡

(2)水の公平な分配のために既設かんがいおよび排水施設を改良する｡

(3)施設の管理･運営を改善するために担当者の訓練､組織の見直しを行なう.

(4)水の最適利用のためにかんがい管区単位の水管理を導入する｡

(5)圏域水管理計画によって水量担失を減少させ､かんがい効率を向上させるo

第3番目の拡大(Extension)とは､かんがいと排水施設の拡大であるが､

具体的には次の4点が上げられている｡

(1)水不足の地域に対して新規のかんがい計画を開始する｡

(2)耕地拡大のために中規模貯水池の建設に着手する｡

(3)開発が遅れている地域において公共井戸を設置し､地下水開発を行う0

(4)パルチスタン州等で小規模蓑流水かんがい計画､鉄砲水防御ダム､浸透水

路､洪水利用かんがい計画を実施する｡

以上が3つの基本方針とその内容である｡弟7次計画もこのラインに沿って

引続き実施されている｡
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パンジャブ州農地保全･開発計画
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Ⅰ賛辞 水

I Jr

メモ.

1
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封 t (SFIIJr)
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@
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耳ヒ二◆

▼1■岨
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1
-■ー -■-`コWコ■■i■

水利工の石静珪面(右が丘軌=なくコストか削り

派

(8 大洪水時､ 4(brmEe)の羅Jtのため人工的に書甘させている娃防
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告 インダス河支泣のラビ(甘avi)河(溝梁睦設予定馴弓近)

_/.

･l

亡缶

乍こム

.i

⑥ ラビ市河川切内地,供水により蛇行が憩い,

･モーてJT

⑳

上,ーエ.___▲t 垂

ラビ河河川1R内地､ 肥沃な土鞍であり農地開発が可能である
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Ⅰ-2-1パンジャプ州農地保全開発計画

(1)計画の背景

パキスタン回教共和国の経済は主として農業に依存している0 70%以上の人

口の生計は直接あるいは間接的に,国内で生産される小麦+米･メイズ･綿･

砂糖きびに関係している｡国内で生産する食糧は1億700万人に対して十分で

はない｡悪条件の気候のため､農業生産物は需要を満たすことが出来ず,とく

に穀物は常に輸入しなければならない｡

パキスタン回教共和国の人口は年間3%の割合で増加している｡世界でも､

最も高い数字を示している｡すなわち､今世紀未には1億4,800万人､更に

2012年には2億700万人に達すると予想される｡また､この人口増加に対する

食糧生産をみると､現在既に限度にきており､ 2000年には穀物 800万トン､

2012年-2013年においては1500万トンの不足をきたすことが推定される_(.40%

の不足)
｡他の作物においても､同様な不足が予想される｡したがって､肥沃

なかんがい農地を河川の浸食から保全開発することば重要な対策の一つである｡

(2)計画地域の概況

インダス河の支流のラビ何のシドナアイ(Sidhnai)頭首工の上流､左岸の

ロー･バリ･ドオナブ水路(Lower Bari Doab)と右岸のローチエナプ水路

(Lower Chef)ab)
､これらの水路の堤防が､ラビ河の堤防を兼ねることになる

が､この間の農地は非常に肥沃である｡ラビ河の蛇行のため､この地域は非常

に浸食されている｡現在､ 3つの湾曲部が形成されたため､左岸に沿って浸食

が著しい｡現在までに 8,000haの肥沃な農地が被害を受け､今後更に12.000ba

の農地が被害を受けることが予想される｡これらの農地に加えて人口25万人を

擁する多くの小さな村落も被害を受けることになる｡この地域は農業がこれら

の人口の生計のもとであるために,他の市町村に移住せざるをえないことにな

り,社会経済的な大きな問題となりっつある｡

(3)計画の概要

パンジャプ州政府は､堤防･石張りの水制工(Head Spur)
､護岸の建設に

よって河川浸食の防止により､-優良農地の防御保全を計画している｡このうち､

Spurlケ所､護岸等の工事は既に実施している｡パンジャプ平野は有数の穀倉

地帯であり､ 4つの主要河川であるインダス河本流､及び支流のチエナプ河､
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ジテラム河､ラビ河はパンジャブ州だけでなく､パキスタン回教共和国の主要

なるかんがい水源である｡しかしながら､他方､これらの河川は大きな交通障

害となっている｡このため､これらの河川を槙断す橋梁の建設は都市間の交通

だけでなく､農業及びその他の産業の開発にも必要である｡現在､パンジャブ

州政府によるとその計画の概要は､次の通りである｡

i )農地の防御保全計画

a) Guide Bank (橋梁付近の護岸)

橋の上下流に各 400mを左右河岸に建設 400mx 2× 2× 1,Boom

b) Spur (一水制工)

建設予定 7箇所( Boom/箇所)

c)河道のShort Cut

l,500 m､ 2.100 m､ 2,200
mの3本

掘削巾 15m

通水後､流水により河道は広がり､みお筋は安定することをねらっている｡

ii)橋梁計画

a

b

C

d

e

計画地点 ミアン チャナン

延 長 550 m

2車線

許容通過水量 350,000 Cs (Cs-0.0283 m3/s)

連絡道路 6 k7n

ちなみに､関連のある計画地点は､上下流にある橋梁及び橋梁の機能を有

する堰について概要を述べる｡

a) Chichawatni橋(橋梁建設予定より32km上涜)

* 1987年､現地の設計･施工で完成

* 全長 343m (125 ×9スパン) ､ RCC造

* 幅 7.3m

* 許容通過水量: 200.000Cs
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b) Sldhnai Barrage (同予定地より20km下流､上坪が道路で橋梁の機能を

果たす｡

* 1965年完成

* 全長 230m (15mx15)

* 幅 7.3m

* 許容通過水量: Barrage (堰) -255.000 Cs

Spillway - 25.000 Cs

1988年洪水時水量: 325,000 Cs
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義-ト6 PEAE DISCFAEGES OF EIVER EAVI

SIDNAI HEADVOEES 20KM. DO甘NSTIiEAM

Year Peak Discharges Cs

1955

1957

1958

1959

1962

1973

19丁5

1978

1988

1.76,000

1.03,000

1,01,000

1.20,000

1.02,000

2.10,000

1.23.000

2.44.000

3.25,042

義ll-7 PEAE DtSCHARGES OF R]VER EAVT

BALLOEI HEADWORKS 160 K凹UPSTEEA班

Year

1942

194$

1948

1950

1954

1955

1957

1959

1981

1962

Peak Discharges Cs

1.33,000

1.53,000

1.01,000

2.75,000

1.75,000

1.44,000

I.6&.000

1.54,000

1.01,000

I.18,OOO

Year Peak Discharges Cs

1966

1971

1973

1975

1976

1977

1980

1981

198$

1989

1.39,000

1.04.000

2.98,000

1.&0,000

2.61,000

1.19,000

1.72,810

1.06.698

3.99.375

1.14.070
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葉畏物優良種子生産言＋画
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①パンジャプ種子公社のイネ原理生産抑埠(Sahiml)

ら

② コムギ種子の荷受け作孝(サヒワ-r〉種子処理7'テン=

｢

育
I.I千
(

.a

直･…
③パンジャプ種子公社のサヒワ-ル種子処理プラント
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Ⅰ-2-2 穀物優良種子生産計画

(1)計画の背景

1)穀物優良種子の生産概況(システム)

公的セクター(パンジャブ種子公社､シンド種子公社等)によって生産さ

れる小麦､米､トウモロコシ､ヒヨコマメの保証種子生産量は1989/90年で

約49,000トンである｡これに対し､パキスタン全土の保証種子需要量は鍋

168,000トンと見積られており､公的セクターによる穀物の保証種子供給量

は需要の約30%と大幅に不足している｡

穀物の新品種開発､外国からの導入は､食糧農業協同組合省のパキスタン

農業研究協議会(PARC : Pakistan Agricultural fZesearch Council)と

各州政肘の持つ州立農業研究所の元で行われている｡パキスタン農業研究協

議会の傘下にはいくつかの研究所があるが､中でも国立農業研究センター

(NARC : National Agricultural Research)がその中心的役割を担って

おり,各州の州立農業研究所は連邦政府の農業機関との密接な連携のもとに

試験研究を実施している｡

原々種(Pre-basic Seed)は､国立農業研究センターを中心とした連邦政

府管轄の研究試験場と各州政府の農業研究所で厳重な管理のもとに生産され

ている｡保証種子(Certified Seed)の元種となる原種(Basic Seed)の生

産は､ 1976年､世界銀行の融資による種子産業育成プロジェクトで設立され

たパンジャブ種子公社(Punjab Seed Corporation)とシンド種子公社(Sin°

Seed Corporation)の管轄農場で行われ､種子増殖の最終段階である保証種

子の生産は両種子公社との契約による採種農家によって行われている｡

種子生産における圃場検査､種子検査等の種子品質管理は､ 1976年制定さ

れた種子法(Seed Act 1978 )に基づき連邦種子検定局によって行われてい

る｡この連邦種子検定局は公的セクターによって生産された種子(小麦､綿､

米､トウモロコシ､ヒヨコマメ)の検査､監視が主な業務となっているが現

状であり､今後､その活性化が政策の中で重視されている民間セクターから

の種子の検査､証明を行うためには設備､人員の強化が必要とされている｡

パンジャブ種子公社は3ケ所(Sahiwal ､ Ehanewal､ Eahimyar Khan)に
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原種生産農場と種子処理プラントを所有し､これらの種子生産能力を約8.4

万トンとされている｡また､シンド種子公社には､年間の種子生産量1.93万

トンを目標とした種子処理プラントがSakrandにあり､パンジャプ種子公社

と合わせると10.3トンの種子処理能力を持ったプラントを有している｡ 1989

/90年には､南種子公社によってB.21万トンの保証種子が生産きれたが､こ

の量は義一ト8に示すとおり､当初の目標を下回っている｡

表∵卜8 パキスタンにおける優良種子生産実績及び目標(×1000トン)

作物名 苧孟臣荒野W98B;9雪間
小麦 46.4 5g.5

米ー 2.2 3.5

遥モロコシ
0.6 1.5

3Z.7 40.0

旦 8.2 2.6

･合計
8Z.1 107.1

出興･. Detailed Anntlal Plan 1990-91, Plannir】g Commision
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r～-帆

/T#大タ‾ン連邦政府

業協同組合 省

農 業 研 局

業研 礼 協議会

屠立農業研究セン クー

第1段階

.第2段階
第3段階

第4段階

州 政 府

州立農業 研究所

図一卜1 パキスタンにおける農業研究実施体制

i
育種 入

l

垣⊂:互コ訂一[亙=:亙]･-

[亘::=::二憂].･･国璽王]･I --･

J

注) NARC
PSC

SSC

図一卜2

.正

FSC SSC

PSC

[蚕=コ訂- ･匡萱国

pNL3nt3･&oEa孟eeA5rbocぎょot岩ar!呈Sin° Seed Corporation

Research Centre

On

パキスタンにおける穀物種子生産･配布システム

轟音議f;響

義子>ilぷ
農業

魚種 農業協同 組合省

国 家種 チ 協議会

普及局

霊草甜荒野 国家種子登録局

ハ● 品種評価 兵舎

図一卜S パキスタン国種子産業管理運営組織
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2) ｢第7次5ケ年計画+における種子政策

過去に実施された農業開発政策では､農業生産性の向上のために､かんが

い施設の整備に重点が置かれてきた｡今後,限られた耕地面積の申で農業生

産性の向上を図るためにはEYV (高収量品種)の導入･優良種子の普及が

重要とされ､現在実施されている｢第7次5ケ年計画(1988-93年) +の農

業開発政策においても優良種子の重要性は強調されている｡

小麦､米､トウモロコシ､綿､豆に関する優良種子の増殖･配布の現状は

既に述べた通り､パンジャブ種子公社とシンド種子公社を中心に行っており､

これら両種子公社によって1988/90には 8.2万トンの種子が生産された.

｢第7次5ケ年計画+によると1992/93年には､表-ト9に示す通り､現在

の生産量を24.9万まで引き上げる計画がある.しかしながら､現在の施設能

力は南種子公社を合わせて約10.3万トンであり､目標の達成は非常に困難な

状況にある｡

義一卜9 パキスタンにおける優良種子生産計画(1992/93年)

作物名 i(fl託寵男韓欝毘)種j;賀宴量重野 夢壷珊髭)
/ト麦 7650 91 696,15q 之0 139

.米 2:185 20 43,700 20 9

トウモロコシ 900 40 36,000 33 12

ワタ a,550 25 63,750 100 64

豆 1,060 40 42,400 20 8

その他 17

合計 14,645 249

出典: 7th Five-Year Plan 1988-93, Planning Commision

このような状況のもと､ ｢第7次5ケ年計画+においては､優良種子生産

配布体制を強化すべく､以下のような種子政策を実施している｡

① 品種評価能力の強化｡特にサトウキビ､米､油科種子､トウモロコシ､

綿､飼料作物､果樹､野菜について｡

② 果樹の苗木圃場,サトウキビの育種センター､ウイルスフリーの馬鈴

薯種イモ及び果樹苗木を増殖するための組織培養施設の建設｡

③ パンジャブ州とシンド州における公的セクターの種子生産能力を拡張

する｡

また､北部辺境州に種子産業を育成する
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総 裁

馬 鈴■著 部 門 サヒr)-ル農喝

農場管理部門
サヒT)-11農場

種子生産部門 カニr)-ル農場

ラヒムヤ-Jlカーン農場

種子フ●ラニ小部門

販売･流通部門

経 理 部 門

監 査 部 門

総 務 部 門

サヒワ-抄7●ラント

カニワ-ルフ●ラント

ラヒムトIは-ンフ●ラント

図-卜4 パンジャブ種子公社組織図
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④ 種子産業を支援するため､ PARCにおける種子関連技術の研究を強

化する｡

⑤ 種子法(Seed Act 1976)の適用範囲を全ての作物及び品種まで拡大

する｡

⑥ 優良種子の供給能力を向上させるため､連邦種子検定局と国家種子登

録局の強化を図る｡

⑦ 民間セクターの野菜種子産業への参加を促進する｡

⑧ 病害の発生･伝播を防ぐために､サトウキビ種子増殖圃場と種子処理

プラントをサトウキビ生産地内に建設する｡

3)パンジャブ種子公社(PSC :Pu□jab Seed Corporation )

パンジャブ種子公社は､種子産業育成を目的として1976年､世界銀行の融

資によって設立された｡ (同時期､シンド種子公社も設立されている)

パンジャブ種子公社の役割は､付属農場での原種の産業､採種農家との契

約栽培による保証種子の増殖･配布であり､種子処理プラントを含む原種生

産農場を3ヶ所(サヒワル､カネワル､ラムヒヤカン)に所有している｡こ

れら3つの種子処理プラントの処理能力はコムギ:58,000トン､ワ夕:28,0

ooトン､イネ･. 1,1帥トン､トウモロコシ: 2.260トンとなっており､現在

はコムギ､イネ､トウモロコシ､ワ夕等の種子を生産している｡近年､パン

･jヤプ種子公社は､パンジャブ種子公社は､パンジャプ州以外のシンド州､

北部辺境州､パルチスタン州の種子不足地域にも優良種子の供給を行ってお

り､パキスタンの種子作業において重要な役割を担っている｡

しかしながら､ ｢第7次5ヶ年計画+の生産計画を達成するためには､取

り扱う全ての作物の種子について種子処理プラントの能力が不足している状

態にある｡特に､パンジャプ種子公社においては種子処理プラントが稲作地

帯から遠く離れたサヒワールにあるため､生産された種子は加工処理のため

遠距離を運搬せざるを得なく､運搬費などのコストのため稲種子の価格は高

くなり増産と普及の障害となっている｡パンジャプ種子公社が保有する種子

処理プラントは主として小麦､綿の種子を対象としたものであるため､今後

はイネ種子を対象とした種子処理プラントを稲作が盛んな地域､すなわも,

パンジャプ州のグジャランワラ(Gujranwala)周辺に建設することが望まれ

ている｡
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また､この他､パンジャブ種子公社は､ 1978年からバレイショ種イモの生

産を開始し､現在では組織培養によるり■ィルスフリーの種イモの生産を行っ

ており､今後はこの分野の強化も望まれている｡

(2)計画の概要

1) 目 的

パンジャブ州･グジャランワラ周辺の稲作地帯に原種生産のための圃場を

備えた種子処理プラントを建設し､主に米､付属的に小麦の種子生産を行う｡

これにより良質で安価な優良種子を農民へ普及･供給し､農業生産性の向上

を図る｡特にパンジャプ州は､綿に次ぐ重要な輸出作物｢米+の主産地であ

り,この生産性の向上を図ることは､輸出作物の振興ということからも､パ

キスタン経済にとっても重要なことである｡

2)実施機関

パンジャブ種子公社(Put)jab Seed Corporation )とする.

3) 内 容

種子生産圃場を整備し､主として米(付属的に小麦)の種子生産を行う｡

原種を生産するための原々種はPARC及び各州の農業研究所から入手し､

本計画の圃場で増殖する｡また､周辺の農家を組織化し､本圃場で生産され

た原種を元に保証種子の生産を行う｡原種及び保証種子の加工は種子生産圃

場に建設する種子精選･加工プラントによって行う｡

パンジャプ種子公社は､新たな種子生産圃場の候補地として､現在､パン

ジャブ州が所有するラホール周辺のグジャランワラを挙げている｡このグジ

ャランワラにはパンジャブ州稲研究所があることから､種子生産過程におけ

る技術的アドバイス等､綿密な連携を保って優良種子の生産を行う｡

本計画による年間の米種子(保証種子)生産量は 5,000トンとする｡これ

は､義一卜10で示されるように､ 1994/95年､パンジャブ州全域で必要と予

想される稲種子量である｡ (先に示した義一卜9はパキスタン全土の種子必要

量だけであり､パンジャブ州における種子必要量のブレイクダウンがないた

め､ここではADBの調査報告書による種子必要量予測を使用した｡ )
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義一卜10 州別種子必要量の予測

州
予測(×1000t) 予測(×1000t)

84185 85-86 86-88 87-88 88-89 89-90 94-95

パンジャプ州

小麦 92.9 96.1 100.3 96.2 98.1 99.07 103.32

栄 4.4 4.5 4.7 4.3 4.8 4.72 5.02

棉 39.2 43.8 43.6 47.4 48-.1 51.46 62.26

トウモロコシ 4.2 4.1 4.2 4.5 4.4 4.52 4.92

ヒマワリ 0 0 0.8 1.3 2.7 2.97 6.32

小計 104.7 14S.3 153.6 153.7 158.1 162.74 181.84

シンド州

小麦 18.4 18.5 18.6 18.5 18.6 18.64 18.84

米 2.7 2.3 28.0 2.9 2.9 2.48 2.53

棉 16.8 15.4 15.7 15.8 14.9 14.7 13.00

トウモロコシ 0.3 0.2 0.2 0.2 0.3 0.24 0.24

ヒマワリ 0 0 0 0.4 1.2 1.16 2.57

小計 38.2 36.4 62.5 37.8 37.9 37.22 37.1&

北都周墳州

小麦 14.i 14.i 14.i 13.6 14.1 14.53 14.78

米 0.3 0.3 0.3 0.2 0.2 0.17 O.02

棉 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

トウモロコシ 5.8 5.8 5.9 6.6 6.7 0.94 8.24

ヒマワリ

小計 20.7 20.7 20.a 20.9 21.5 22.14 23.54

バロチスタン州

小麦 4.9 4.5 5.3 3.3 3.7 3.26 1.46

米 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0,4 0.4

棉

トウモロコシ

ヒマワリ

小計 5.3 4.9 5.7 3.7 4.1 3.66 1.86

パキスタン全土

小麦 130.3 133.2 138.7 131.6 134.5 135.7 139.1

栄 7.8 7.5 8.2 7.8 8.3 8.31 8.96

棉 56.5 59.5 62.8 63.7 63.5 66.66 75.76

トウモロコシ 10.3 10.I 10.3 ll.3 ll.4 ll.7 13.4

ヒマワリ 0 0 0.8 I.7 3.9 4.13 8.88

合計 204.9 210.3 220.8 218.1 221.6 226.5 246.1

出典: Final Report of ''Seed Industry Deve)opnent Project”,Asian

Development Bank 良GovernTnent Of Pakistan
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4)施設機材の内容

本計画によって以下の施設機材を整備する｡

(丑 本部建物

事務室､種子検査室等

(塾 作業用建物

種子精選プラント用建物､原料用倉庫､製品倉庫､農業機械庫､

農業資材庫等

(多 種子精選プラント(処理能力: 3トン/時間×2系列)

荷受けホッパー,粗選機､脱ぼう機､計量器,乾燥機､粒型選別機､

比重選別機､種子消毒機､計量包装機等

④ 種子検査機器

発芽試験器,水分計､オーブン､天秤､鏡板等

⑤ 種子生産圃場(圃場面積: 50ha)

イネ､コムギの原種生産のための圃場(かんがい設備を含む)を整備

する｡

(勤 開場用機械

トラク夕- (作業機を含む)
,防除機器､コンバイン等

(診 車両･搬送機器

トラック､フォーク1)フト等
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Ⅰ-3 総合所見

Ⅰ-3-1パンジャブ州農地保全･開発計画

パキスタン回教共和国は第6次5ケ所計画(1983年-1988年)のかんがい排

水分野の基本方針の中で｢農地とインフラストラクチャを洪水から防御する+

及び､第7次計画(1988年-1993年)の中で､農村地域の生産基盤の改善につ

いて､特別な配慮を行うことが､盛り込まれている｡従って､本計画は､国家

開発に則ったものといえる｡

(1)技術的可能性

インダネ河支涜のラビ河沿岸のチャナヤス地区､約20･000haの肥沃な優良農

地はほとんど毎年にわたって生じる大小の洪水のため､河川は蛇行し侵食の被

害を受けている｡パンジャブ州政府はその対策として､ 7ヶ所のSpur､若干の

護岸工事､みお筋を安定するための Short Cutを計画しており､既に1ヶ所の

spurは完成している｡このことにより､かえって対岸に被害を生じている｡ま

た､ Short Cut も本格的な工事ではなく,みお筋を安定するための管理工事の

役割しか果たすことが出来なく,その効果はあまり期待は出来ない｡

また､橋梁計画についても､既存の上下流にある｡橋梁及び橋梁の機能を有

する堰の許容通過水量の容量は各々､ 200..･000 Cs, 215･000＋25･000 Csと小さ

く,新たな計画地点では､ 350.000 Csと計画しているが､仮に1988年程度の洪

水(325,000 Cs Sidhnai堰地点)が来た場合､計画中の橋梁は､安全であるが､

上下流の橋梁は危険な状態になり､人工的あるいは自然に堤防を破壊しなけれ

ばならないことになる｡したがって現在の計画は､少なくともラビ河全体から

みて､ほんの局部的な地域の対策なので､現状を十分に改善することは困難と

思われる｡したがって総合的､組織的スタディを､少なくともラビ河全体とい

うような視点から見通す必要があると思う｡

(2)社会経済的可能性

前述したように､このままの状態を放置すれば､肥沃なかんがい農地20,000

baは甚大な被害をうけ､ 25万人に及ぶ地元住民は他の市町村に移住しなければ

ならないというような社会経済的な大問題を発生させるにいたる｡

また､橋梁建設予定地点の上下涜の2ケ所の橋梁及び橋梁の機能を有する

堰は,平時､通行可能であるが､数年おきに発生する洪水時には,洪水量が両
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施設の許容範囲をこえるため､道路･堤防は自然に破壊され､あるいは人工的

に破壊して施設の安全を守ることが出来るが､そのために2ケ月以上通行不能

となり､ 110kTb上流の Mari Pattan橋を利用せざるを得ないことになる｡

以上のような現状を是正することにより､社会経済的効果は極めて大きいも

のと思われる｡

パンジャプ州政府はその効果を次のように見積っている｡

農地保全することによって､ 20.000haの優良農地が救われ､ 25万人に及ぶ地

元住民が移住することなく安定した生計が可能となり､ 80,000トンの小麦､

40,000トンの綿が生産され､現在の価格では10年間に 6,400万ルピーの利益が

期待される｡

橋梁の建設によって,受益者は100万人に及び1日10,000人の通行距離が1

人30kJn短縮される｡ 12万人に雇用の機会が与えられる.以上の数字については､

現時点は何ともいえないが､社会経済的可能性は極めて高いものといえる｡

(3)現地政府及び住民の対応

パンジャブ州政府は､この計画の実現を強く希望しており､尭日のシャミル

首相訪日予定時には､正式に日本政府に協力要請を出すことになっていたが､

訪日が中止されたので若干遅れているが､近く要請する模様である｡

また､現地調査中,地元住民とも接触したが､直接被害を受けているため本

計画に対し強い要望がなされ､非常に期待されていることが分かった｡

(4)総合評価

パンジャプ州政府も極めて熱心に本計画に対応しているが,十分な対策を実

施しているとほいえない｡少なくともラビ河全体という視点から､計画をレビ

ューし､総合的､組織的な計画を策定することが必要である.また,事業の必

要性は十分にあるので､協力プロジェクトとしては適当なものであると思われ

る｡

Ⅰ-3-2 穀物優良種子生産計画

パキスタン回教共和国における良種子生産の基盤,すなわち遺伝資源の収集

･保存･育種については､日本政府の無償資金協力｢植物遺伝資源保存･種子

研究計画+の実施により徐々に整備されつつある｡
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一方､優良種子の増殖･配布については､現在､パンジャブ種子公社とシン

ド種子公社を中心に行われている｡しかし､両公社の種子生産処理能力は現在､

10.3万トンであるにもかかわらず､現行の｢第7次5ケ年計画+によると1992

/93年には､それを24.9万トンまで引き上げる計画を持っている｡現在の状況

では計画の目標達成は非常に困難であり､今後､種子生産施設の拡充整備が緊

急の課題となっている｡

特に､パンジャブ種子公社は近年､他州へも優良種子を供給しており､パキ

スタン種子産業における役割は増々大きくなっている｡しかしながら､種子生

産施設の拡充は資金の不足等により順調に進んでいないのが現状である｡また､

パンジャブ州はパキスタンにとって輸出作物として重要な米､特にバスマティ

米の産地でありながら､種子加工施設が主に小麦､綿を対象として建設されて

いるため､米の優良種子を安価に生産できる休制が整っていない現状にある｡

パンジャブ州における米の生産性を向上させることは､輸出作物の生産振興と

いう観点からも重要であり､そのためには優良種子の安定供給は不可欠とされ

ているム

本計画は､以上の認識によって､種子産業で重要な役割を果たしているパン

ジャブ種子公社に､米を中心とした原種生産のための圃場と施設を整備するこ

とで､ ｢第7次5ケ年計画+で目標とされる優良種子を生産する｡これらの種

子をパンジャブ州はもとより､他州の農民へ供給することにより､最終的には､

パキスタン国全体の農業生産性､農家所得の向上に寄与するものである｡

また､本計画は現在､パキスタン政府が種子政策で掲げている｢公的セクタ

ーの種子生産能力の強化+を補完するものである｡

以上のことから本計画は､日本政府の協力プロジェクトとして適当なもので

あると確信する｡
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バングラデシュ人民′共和国



Ⅱ.バングラデシュ人民共和国

Ⅱ-1一般事情

Ⅱ-1-1概 要(自然､社会･経済)

(1) 自 然

バングラデシュ共和国は北緯21-27度､東経88-93度にあり､インド亜大陸

の北東部に位置する｡南にべンガル湾をのぞみ､東南部の極一部をビルマに接

するほか三方をインドに囲まれている｡国土はガンジス河､ブラ-マプトラ河

といった世界を代表する大河によって生じた三角州のうえに発達しており､南

東部及び北東部の丘陵地帯を除いて､ほとんどが海抜10メートル以下の平地か

ら成り立っている｡そのため､毎年恒常的に雨期には国土の多くが両大河から

溢れ出た水によって覆われることになり､最盛期には国土の3分の2が水没す

るといった報告もある｡このような洪水による被害が毎年どこかで発生してお

り､時には多くの死者と共に国家の経済に大きな被害を及ぼすことがあるが､

反面､国民の多くが従事するこの国の農業は,洪水によって運ばれてくる､豊

富な水､肥沃な土壌に大きく依存しており､洪水無しでは成り立っていかない

現実もある｡気候は典型的な亜熱帯モンスーン型であり､雨期(5月-上o月)

と乾期(l上月-4月)が明確に分かれている｡雨量は西部で少なく､､東部にゆ

くに従って多くなる傾向にあり､平均的な年間降雨量は 2,500ミリ前後である｡

気温は､乾期の終わりに近い3月噴から急激に上昇し､ 4-5月にかけて最高

となり､最高気温は35℃を大きく越えるところもある｡雨期に入ると気温は少

し下がるものの､日較差が少なくなり､蒸し暑い日が続く｡乾期に入るととも

に気温も下がりはじめ､ 1月頃に最低気温を記録する｡

義一II-1 ダッカの気候(1988年)

月 降雨量(皿m) 最高気温(oC) 最低気温(oC) 湿度(%)

1 Z7.2 13.5 67

2 44 30.1 16.4 63
3 73 37.0 17.2 65
4 262 39.0 14.4 70

5 524 36.2 Z2.4 77
6 571 36.8 22.7 8Z
7 270 38.0 24.2 83
8 169 31.9 27.0 84
9 196 33.1 26.9 82
10 213 32,7 Z3.9 77
ll 153 30.6 19.8 74
12 3 27.5 16.2 78

計 2,478

出典: ''1g90 Statistical Yearbook of Bangladesh”, Barlgladesh
Bureau of Statistics
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(2)社会･経済

同国は1971年パキスタンより独立を行ったが､その後､政権は安定せず､度

重なるクーダ夕一による社会の混乱､それに追い打ちをかけるような洪水等の

自然災害によって､経済の発展は大いに阻害され､世界の最貧国のひとつに数

えられる現状にある｡昨年暮れ､市民運動の高まりによって政権の腐敗が激し

く追求され､軍人出身のエルシャド大統領は辞任を余儀なくさせられる状態と

なったo このことば､独立以来初めて､軍によるクーデクーによることなく市

民の力によって政権の交代がなされた､ということで､同国にとって画期的な

出来事となった｡しかしながら､その後の総選挙は無事に実施されたものの､

与野党大多数の選挙公約であった大統領制から内閣制への移行すら､政党間の

馬区引きによって長時間を要したことなどから､現政権の指導力を疑問視する向

きもある｡

1988/89年の同国のGDPは 659,598百万タカ(約18.251百万USS )であっ

た｡近年の経済成長率は､ 1985/86年が4.34%であったのに対し1988/89年に

は2.52%と鈍化傾向にある｡このことは､最大の輸出産品であるジュートの価

格が大幅に低下したこと､貴重な外貨獲得源であった中東諸国への出稼ぎが､

原油価格の低落で急減の傾向にあることが大きな原因としてあげられる｡しか

しながら､義一Ⅱ-2に示すように､農業を中心とした同国の経済構造に基本的

な変化の兆しは見られず､現在の経済状況を改善するには手詰りの状態にある｡

また､湾岸戦争による後遺症のため､‾出稼ぎの快復は早急には期待できず､加

えて､本年4月の史上最悪ともいわれるサイクロンの被害によって､同国の経

済は大きな打撃を受けており､同国経済の将来は多難なものといえよう｡その

ため､歳入の約半分を海外の援助に仰ぐ､苦しい経済運営が今後も続くものと

予想されている｡

表-Ⅱ-2 産業別G D Pの割合

(o/o)

産業年度 1g84/85 1985/86 1986/8

39.8441.76 41.34

0.001 (〕.001 0.001
9.86 9.69 10.04

5.53 5.40 5.53

0.58 0.62 0.73
ll.22 ll.10 ll.83

g.54 9.28 9.13
7.97 7.87 7.81

3.25 3.76 3.89

1.70 Z.05 a.08
8.59 8.89 9.12

計 100.00 100.00 100.00

出典: ”1990 Statistical Yearbook of Bangladesh”,
Statistlics
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38.43
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9.8Z

6.04
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Bangladesh

1988/89

37.08

0.001
9.84

6.18
1.04
12.13

9.36
7.89
4.25
'L.OZ

10.21

100.00

Bureau of



Ⅱ一卜2 農業の概況

バングラデシュ共和国の国土はガンジス河とブラ-マプトラ河の河口にでき

た広大な三角洲から成っており､このため度々起こる洪水によって多大な被害

を被ってきた｡しかしながら､これらの洪水は損害を与えるだけでなく､肥沃

な土壌を運び堆積させ､同国の農業生産を支える大きな要因ともなっている｡

バングラデシュ共和国は､この肥沃な土壌を利用した農業国であり､

義一Ⅱ-3が示すように稲作が中心となっている｡米の次にはジュートが重要で

あり､同国にとって最大の輸出産品として貴重な換金作物である｡近年は化学

繊維の大量生産によってジュート価格が低迷しており､農家の栽培意欲ほ余り

高くない｡

義一Ⅱ-3 主要農産物の策付面積･生産量･収量

作物年度
1984 1g85 1986 1g87 1988

/85 /86 /87 /88 /89

■儀寓P,Ea9ot9ha)14::,B3qzL3:壬写･:424Z5figl湖冒壬g湖401,492 壬!:.552314Z

と儲翼?,Ei9ot9ha)
/ト麦

677 541 585 598 561

1,464 1,042 1,091 1,048 1,022
2,162 1,926 1,865 1,753 1,822

ジ褒盛観b!9ot9ha'
677
928 i:g57!

773

i:52a56
鮎∃ 昌4o葺

1,371 1483 Jl,661 1,480

サ榊皇卓8ot9ha)
164 160 165 173 172
6,878 6,640 6,896 7,207 6,707
42 42 42 42 40

■篭室葉鮒a)
45 45 46 47 47

39 44 38 41 44

850 970 820 875 g35

豆鮎葉鮒Ia)785
744 717 738

558 51g 510 539
637

52

623 636 652

46頂函南;t■盲㌫‾-54 46 ■47

9粥
46 40 42 39
868 862 88O 858

出典:

注:

”statisヒ

換算鰭ii去

icai Yearbook oE Bangladesh”,BanB'iadesh Bureau of
lCS

cre=0.405ha, 11b=0.4536kg

農業分野のGDPに占める割合は毎年徐々に減少しているものの､ 1989年で

は依然として 37.08%であり､労働人口の約60%を占めている｡このことから

もバングラデシュの軽済は第一次産業を基幹とする農業国であることがうかが
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える｡しかしながら肝心の食糧自給は未だ達成されていない｡食糧増産による

食糧自給達成は､独立以来最優先課題として取り上げられてきており､それな

りの成果を上げてきたが､急激な人口の増加､度重なる洪水等の自然災害に

よって今日に至っても自給は達成していない｡このためバングラデシュは

義一Ⅱ-4に示すように毎年大量の穀物を輸入している｡

義一Ⅱ-4 農作物の輸入量(千トン)

年度

品目
1987年 1988年 1989年

小麦(含同等品) 1,510.9 2,334.2 2,150.8

米 259.7 673.9 5.3

ジャガイモ 1.2 0.6 2.5

豆類 3.9 46.7 20.9

出典: FÅo YEABOOK γOL.43 1989

Ⅱ一卜3 国家開発計画

バングラデシュ共和国は1990年7月より｢第4次5ケ年計画(1990年-1995

年) +を実施しており､この計画では以下の3つが政策目標として掲げられて

いる｡

1)年平均5%のGDP成長率の確保

2)人的資源の開発による雇用機会の創出･貧困の撲滅

3)経済の自立

本計画では経済の成長を確保し､その成果の配分にあたっては所得格差の是

正に配慮がなされている｡このため人的資源の開発により雇用機会の創出を図

り､貧困を撲滅することが重要視されており､これによって経済的な対外依存

度を縮小し､径済の自立化を達成することが最終的な目標とされている｡

このような第4次5ヶ年計画の目標を達成するために農業セクターでは下記

の目標を掲げている｡

食用作物の増産による食糧自給の達成

土地､水等の資源の開発及び有効利用による農業部門の成長を助長する｡

適正農業技術の確立

農業の多様化

農産物の輸出による外貨の獲得
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6)収量増加による穀類の生産量を拡大する｡それによって余剰の生じた土

地を豆頬､飼料の生産にあてる｡

7)地域､階層の違いによる貧困の撲滅

8)雇用機会の創出､土地無し農民､小農家､その他弱小農家にたいする金

融的支援

以上のように農業セクターでの大きな目標は､米､麦の増産による食糧自給

の達成であり､また輸出を目的とした農業の多様化を推進し､外貨の獲得によ

って経済の対外依存度を縮小することにある｡同時に人口の約50%以上を占め

る土地無し農民､小農家などに対する金融的支援によって地域､階層による所

得格差を是正することにも配慮している｡
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種子鰯方直言受改善計画
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Ⅱ-2 種子農場施設改善計画

Ⅱ-2-1計画の背景

(1)野菜生産の概況

バングラデシュは第一次産業を主体とする農業国である｡しかしながら国民

のどタミン源として重要な野菜の摂取量は国民一人一目当り約50gと絶対供給

量が不足しており､国民の食生活改善という栄養的見地から,野菜生産体系の

改善による増産は非常に重要とされている｡ 1973年にはFAOによって､野菜

及び果樹の増産の必要性が勧告されている｡

以上の認識から､バングラデシュ政府は食糧増産とともに､野菜生産の振興

にも農業政策の重点を置いてきており､義一Ⅱ-5からも明らかなように､野菜

生産は10年前(197丁年-1978年)と比べて約39%と増加した.特にキャベツ､

カリフラワー､スイカ､トマト､ダイコンなどの乾期野菜の生産は､初期投資

の大きい大規模なかんがい施設を必要とせず､土地の有効利用による農家の現

金収入を増加させるものとして政府が積極的に奨励したことによって著しく増

加した｡しかしながら､今日における国民一人一日当りの野菜摂取量は､人口

の急増により10年前の50gと殆ど変化はない｡このような野菜摂取量の現状か

らして食生活の栄養的改善はなされたとは言え繋いo

表-Ⅱ-5 バングラデシュにおける野菜の生産量

(単位: 1,000トン)

年度 1977 1978 1979 1980 1981 1g82 1983 1984 1985 1g86 1g87

作物

′■■ヽ-･

1g78

･､.-

197g

～･

1980

～

1981

～

1982

～

1983

～

1984

～

1985

･ヽ′･

1986

～J

1987

･‾●-

1988

カボチャ 57 56 56 57 59 62 62 59 63 64 67

/Uy.1シg

170 175 179 175 182 181 179 168 ‾167 162 164
849 895 903 983 1078 1131 1148 1141 1103 1069 1276
17 18 18 20 2工 22 21 18 20 20 20

凱ヘチマ
8 8 7 7 7 8 8 7 8 9 9
14 14 13 14 16 17 17 16 17 18 17
14 14 13 13 14 15 15 13 14 15 15

アラム 44 46 44 49 42 56 58 57 63 65 67

買J[l絹㌍
6 6 7 8 10 ll ll 10 10 ll ll

10 10 10 10 9 9 10 g 9 9 9

書芸買ソッ
12 12 12 12 12 12 12 ll i2 12 13
45 47 49 51 54 57 60 63 63 61 64

カ1)フラワー 39 41 43 46 51 51 56 59 59 57 58
スイカ 37 36 38 40 44 46 47 49 51 53 60

与y与コン
60 64 65 64 64 69 71 71 71 72 81
91 98 99 105 105 113 124 130 133 143 153

宮の他
27 26 27 26 27 28 29 30 31 30 33
89 54 85 86 103 106 109 109 92 90 95

合計

ー増加指蔽
1589 1623 1688 1766 1894 1994 2036 20ZO 1986 1960 2212

100:lo∑ 106:111 llg:125:128:1Z7:125 123:139

出典:”1990StatisticalYearbookofBangladesb”,BangladeshBureauof
St.atistics
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(2)野菜種子生産の現状

バングラデシュ共和国における野菜の新品種の開発､外国からの導入は農業

省の研究機関であるBARI (バングラデシュ農業研究所)によって行われて

いる｡また原々種の生産についてもBAR Iの農場で厳重な管理のもとで行わ

れる｡その後の原種の生産はBADC (バングラデシュ農業開発公社)の直轄

農場で行われ､種子増殖の最終段階である保証種子生産はBADCの管理のも

とで採種農家によって行われることになっているが､実際には野菜種子の生産

においての採種農家の活用はほとんど行われていない｡圃場検査､種子検査等

の種子の品質管理は Seed Certification Agencyによって行われることになっ

ている｡

野菜種子の育種･生産･配布システム

生産組織

育種･導入

策1段階 育種家種子 一 原々種

第2段階 原々種 一 原 種

第3段階 原 種 一 保証種子

第4段階 配 布

注) BAR I : Bangladesh Agricultural

BADC : Bangladesh Agricultural

B A R I

B A R i

B A D C

B AD C

B A D C

Research Institute

DevelopTnent Corporation

このような生産組織で増殖された種子は本来ならば高品質なものとなる筈で

あるが､必ずしも良質の種子が生産されているとは言い難いのが現状である｡

また､種子の品質のみならず量においても必要量を供給するだけの能力が不足

している｡これらの原因としては次のようなことが指摘されている｡

1)種子生産体制の整備が遅れている｡

2)種子の精選から包装までの一貫した施設が不足している｡

3)国家政策における優良種子生産の優先度が余り高くなった｡

義一Ⅱ-6 BADCによる国内産野菜種子の生産量及び配布量

年次 生産量 配布量

kg.‾高数kg 指数

19萱機
318 loo 229 100

去:苧至宝
971
1,8OO 32:gO28

i;呂喜呂
I

15:;昌喜葺

1,718 5,090 2,223

書写/;喜呈31湖3z 1日:32ヨ97452…B25f写13,876 4,364 ll,581

出所: B AD C
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BADCの野菜種子生産量及び種子配布量は義一Ⅱ-6に示すように近年､飛

躍的に増大しているものの､現在の年間野菜種子需要量が約1,000トンと見込

まれていることからすると､その生産量は非常に少ないといえる｡

(3)第4次5ケ年計画における種子政策

優良種子の導入は農業生産性の向上には重要とされ､その導入･普及が奨励

されてきたが､今までの政府の種子政策が必ずしもうまく機能しておらず､そ

の結果,優良種子の生産･配布量は非常に少ない現状にある｡ちなみに､ BA

DCの説明によると､総需要に対する主要作物の優良種子供給量の割合は､米

5%､小麦20%､ジュート10%､馬鈴薯15%､野菜`トウモロコシ･豆類極少

量といった実態にある｡この場合､種子の更新率を考慮に入れていないため､

実際の需要量は計算の数分の-となろうが､多くの種子は各農家によって自家

採種されている現状を見ることができる｡

第4次5ケ年計画では､優良種子生産配布休制を強化すべく農業省が新しい

包括的な種子政策を展開することとなっており､民間部門の種子産業への参入

を促進することが強調されている｡そのため､新しい種子政策では､今まで政

府機関の役割として与えられていた機能の多くを民間に移行する方針であり､

種子分野における政府機関の役割は次の5つに絞られている｡

1

2

3

4

5

新品種の研究･開発

原種の増殖配布

採種農家と民間種子企業に対する技術の指導/移転

政府/民間種子セクターで生産された種子の品質管理及び検査

包括的種子政策の策定及び施行

以上の種子政策に基づき､以下の優良種子(保証種子)の生産目標が第4次

5ケ年計画の中で定められている｡

義一Ⅱ-7 優良種子生産･配布計画(第4次5ケ所計画)

作物 1986-88実績(平均) 1994-95年目標

米 3.613千トン ll.84千トン

小麦 13.25 19.50

トウモロコシ 0.3 1.25

ジュート 1.049 1.24

馬鈴薯 4.596 13.89

野菜 0.05

豆類 0.125 0.846

オイルシード 0.028

出典: dThe Fourth Five Year Plan
”

Ministry of Planning
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(4) BADC (バングラデシュ農業開発公社)

近年の野菜生産量増加は,新品種の導入･研究開発､生産技術の指導･普及

などの成果に依るところが大きいが､そのためにBADCの活動が大きく貢献

している｡ BADCは､研究機関によって供給された原種を増殖･配布･販売

する他､生産物の流通､さらには外国種苗会社からの種苗輸入販売､生産資機

材の輸入販売など幅広い活動を行っている｡しかしながら､今まで国の政府に

よってほぼ独占していた肥料､農薬､かんがいポンプ等の生産資機材の取扱い

が､民営化政策によって独占できなくなっており､ BADCの機能は縮小され

る傾向にある｡

種子の分野においても､新政府の中でBADCの役割は､生産･販売から指

導へと変化することが計画されているo具体的には､今まセ広範囲の種子を取

扱ってきたBADCは､今後､米､小麦､ジュート､豆類の種子のみを取扱う

にとどまると同時に,他の種子の生産配布には民間企業の参入を促し､そのた

めの側面支援､すなわち､種子生産に関する技術研究の実施や情報の提供が役

割として与えられることになっている｡

とはいえ､政権交代などの影響もあってか､新しい総合的な種子政策は未だ

明らかになっておらず､関係者の間に混雑を招く結果となっている｡第4次5

ケ年計画の種子政策では種子産業の民営化を目玉として考えているようだが､

その受け皿となるベき民間の種子産業はばとんど皆撫といってよいほど育って

いないのが実態である｡種子ビジネスはリスクも大きく､利益を確保できる分

野も限定されている｡民営化を推進するためには､単に御題目を唱えるだけで

なく､早急に具体的かつ積極的な経済面､技術面での民間参入のための支援策

をとることが望まれるのだが､現状はそうはなっていない｡

以上の実態から､民営化を図るにしても､当面BADCが種子生産の中心的

な役割を果たさざるを得ないものと考えられ､また､民営化促進のためのモデ

ルとして,種子ビジネスを積極的に展開することが必要と考えられる｡

現在､ BA′DCの種子部門の組織は図-Ⅱ-1のようになっており､全国に22

の種子生産農場を所有している｡そのなかで野菜種子農場は2ケ所のみであり､

他の穀物用17､豆類･油料作物用2､馬鈴薯用1といった内訳となっている｡

と･はいえ､野菜種子の生産は､必要に応じて野菜用以外の農場においても行わ

れている｡ 1990/91年度のBADC?野菜種子生産目標は､夏野菜13･35トン､

冬野菜30.8トンとなっている.
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紘

理事(種子部門)

営農事業総局

営農サービス

豆類･油料作物種子計画

種子総局

種子生産部

種子加工部

契約農家部

種子流通部

野菜種計画

馬鈴薯種子部

低温貯蔵庫

品質管理事務所

図-Ⅱ-1 B A D C種部門組織

(5)関連する海外援助の実態

バングラデシュは開発計画のための資金の多くを海外からの援助に頼ってい

る実態があり､ BADCの種子部門にも以下の援助が実施されている｡

1) National Vegetable Seed Production PrograMe (FÅo)

1986年より開始され1992年に終了する予定である.本計画にはBADC

の2つの農場強化が含まれており､現在､専門家の痩術協力が行われて

いる｡

2) Production,Procurement and Distribution of Potato Seeds(オランダ)

1981年に開始され, 1995年まで実施される予定である｡

3) Horticulture Development Project (ADB)

1988/87-1995/96年の予定で実施されており､野菜生産強化のための

センターを各地に建設している｡その一部として､野菜種子の生産も手

掛けている｡
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以上の他に､穀物種子について､ ECによってすでに農場の整備､種子セン

ターの設置が行われており､ BADCは追加計画をたて､ E Cに要請を行って

いるということである｡

Ⅱ-2-2 計画の概要

(1) 目 的

BADCに野菜種子生産のための圃場､施設を整備し､野菜の優良種子生産

体制を強化するとともに､優良種子の生産販売事業を成功させることで､民間

種子産業育成のモデルとする｡

(2)実施機関

バングラデシュ農業開発公社(BADC)とする｡

(3) 内 容

BADC付属の農場に野菜種子生産のための圃場を整備し､原々種一原種の

増殖を行う｡また､近辺の農家を契約栽培農家として組織化し､原種-保証種

子の生産を行う｡保証種子の加工はBADCの種子生産圃場に付属させた施設

によって一括して行う.

以上の業務は新しい事業単位による独立採算制で行い,将来の民営化のモデ

ルとなる経営を目指す｡新しい事業単位の業務内容は以下のとおりとなる｡

1

2

3

4

原々種一原種の生産･加工

契約栽培農家の組織化､技術指導

契約栽培によって生産された保証種子の加工

保証種子の販売

新しい種子生産圃場の候補地は､ BADCが所有している種子生産農場の中

で､一番野菜種子生産に適するところから選定することが最も現実的と考えら

れ､現時点ではKushtiaのMeherpurにある Amjhupi農場が適当と思われる.

本計画で対象とするのは､以下の野菜とする｡
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トマト､ナス､カボチャ､キュウリ､スイカ､ササゲ､オクラ､ダイコン､

カリフラワー､サルムラサキ

(4)施設機材の内容

本計画によって以下の施設機材が整備される｡

1)本部建物

事務室､種子検査室､講義用教室 等

2)作業用建物

種子加工機器室､原料用倉庫､種子保管用倉庫､作業場､■乾燥場､農業

機器庫､農業資材庫 等

3)種子生産圃場 5ha

野菜趣旨生産用に既存農場の再整備(かんがい設備含)を行う｡

4)網 室

一部原種の生産を行う｡

5)圃場用機械

トラククー(作業機付)
､耕うん機(作業機付) ,噴霧器

等

6)種子加工機器

種子乾燥機､種子精選ライン(粗選機､比重選別機､粒型選別機､除毛

機 等)
､種子消毒機､包装計量ライン､計量器機

等

7)種子検査機器

発芽試験機､水分計､ふるい､天秤､鏡板､実体顕微鏡 等

8)車両搬送機器

トラック､ 4輪馬区動自動車､自動二輪車､フォークリフト､コンベア

等
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Ⅱ-3 総合所見

バングラデシュでは､種子産業への民間の参入を促進することによって､優良

種子生産の増大を目指しており､現行の第4次5ケ年計画においては､今まで政

府機関の役割として与えられていた機能の多くは､民間に移行してゆく方針が明

らかにされている｡特に野菜の種子は､他の基礎的食糧の種子と比べて､比較的

小量の取扱いで高付加価値を生む可能性があるため､基礎種子となる原種までの

生産は国の機関が責任を持つにしても､それ以降の種子の増殖･販売は民間の手

によって行われることが望ましいとされている｡

現在､原種以降の種子生産はバングラデシュ農業開発公社(BADC)がほぼ

一元的に行っているが､以上の方針によって､今後BADCほ､米､小麦､ジュ

ート､豆類については生産販売を続けるものの､野菜を含む他のものについては､

その役割を技術研修の実施や情報の提供といった民間参入の側面支援に移行して

ゆくことになっている｡しかしながら､現状では､民営化の受け皿ともなるべき

民間の種子産業はほとんど皆無であり､政府の具体的な振興策もはとんど何もな

されていないのが実態である｡

そのため､野菜についても当面はBADCが種子生産の中心的役割を果たさざ

るを得ないものと考えられる｡また､種子ビジネスは初期投資､リスクとも大き

く､現在のままでほ民間の参入はなかなか難しいため､ BADCが一度に野菜種

子生産販売から手を引くのではなく､中心となって種子生産の事業化､種子マー

ケットの開拓を行い､利益の上がる分野から民営化を図ることが一番確かな民営

化へのステップであると考えられる｡

以上の認識によって､今回の計画は､ BADCに野菜種子生産のための圃場､

施設を整備することで､バングラデシュの野菜の優良種子生産体制を強化するこ

とに加え､ BADCの野菜種子の生産販売事業を成功させることで,今回の民間

種子産業育成のモデルとすることを目的としている｡

本計画は､最終的にはバングラデシュの野菜振興､農家の所得向上､国民の栄

養改善に寄与するものであり､日本の協力プロジェクトとして適当なものである

と思われる｡
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班.ブータン王国

Ⅲ-1一般事情

Ⅲ-1-1概要(自然､社会･経済)

(1) 自 然

ブータン王国はヒマラヤ山脈の中にある王国であり､北緯26o 45-
-28o

10■
､東経88o

45' -92o 10'に位置し､一北部は中国(チベット)
､東はイン

ドのアルナチャル･プラデシュ州､南はアッサム州､そして西は西ベンガル州

及びシッキム州に隣接しているo 国土面積は約47,000kh2で､九州の約1.1倍程

度の小さな国であるが､地勢､地形が多岐にわたるため,各地での気候の変化

は大きい｡

ブータン王国は､大きく次の3つの気候帯に分類できる｡

(む 高山性気候帯

中国との国境沿いの北部は最高峰クーラ･カンリ(7,569m)をはじめとす

る 7.000m級の巨峰が並び､雪と氷河と岩の極地となっている｡標高5,500

mから 3,600mの氷河末端では地形が急峻であるため人跡未踏の地が多い｡

ブータン国内を流れる河川は2本を除き,これらの山々の氷河と万年雪を源

とし､国内を南下貫通してインド平原に至り､ブラ-マプトラ河と合施して､

最後はベンガル湾へ注ぎ込んでいる｡

② 温帯性気候帯

氷河末端からインド平野にいたる標高3,000- 1,000mの地域がいわゆる

内陸ヒマラヤ地域であり､温帯性の気候と植生の地帯である｡この地域は比

較的平坦で肥沃な渓谷が形成され､人口の大部分が居住している｡その主要

都市は､西から-(2,774m)
､パロ(2,290m) ､ティンプー(2,430m) ,ブ

ナカ(1,463m)
､トンサ(2.288m) ､ブムタン(2.400m) ､モンガル(1,372

m)
､タシガン(1.067m)等である.この地帯の東部では雨が多く､森林が

よく発達しているため､農耕は僅かな開拓地に限られているが,西部では丘

陵の裾野や河川流域の両側の広く緩やかな渓谷に見事な棚田や段々畑が形成
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されている｡これら河川流域の沖積土は肥沃で､米､小麦､メイズ等が栽培

されている他､リンゴ等の果樹も多く栽培されている｡

③ 亜熱帯性気候帯

インドに隣接する南部地域の棲高1,000m以下の高温多湿で密林を形成す

る地帯である｡この地域は､既にインド北部の平原地帯､いわゆるテライに

属しており､現在､最も重要なインドへの開口部であるプンツオリン､サル

バン､サムドップ･ジョンカル等の都市がこの地域で属している｡

このように地形､地勢が多岐多様にわたるブータンの気候の特徴は､地方差が

大きく,亜熱帯から寒帯まで千差万別であると言える｡

表-Ⅱ-1 パロ(ボンディ-農場)における平均気温･降水量

月
平均気温(l'C)

降水量(m皿)

⊥最遠_
_最低+

1 16.4 -2.3
0.0

2 17.0 0.5 14.0

3 ∩.a. ∩.a. n.a.

4 n.a. ∩.,a. n.a.

5- 24.0 ll.1
.36.4

6 26.4 13.8 1.'】7.8

7 24.7 16.6 117.4

8 24.7 ∩.a. 221.2

9 24.9 14.3 128.Z

.10r=
24.7 5.7 8.6

ll 19.4 1.3 12.0

12 16.9
-1,0

16.2

計‾
l

l
691.8

出典: Statistical Yearbook of Bhutan 1989

(2)社会･経済

ブータン王国は世襲君主による王政国家である｡

国は行政上､ 18の県に分かれており､各県の行政管理は､内務省から直接各

県知事を通じて行われる｡各県の知事は､その県における行政･収税及び法令

の施行に関しての責任者である｡

外交面では､インド政府との関係が最も綿密であり､他の諸国との外交関係

についても｢インド･ブータン条件(1949年) +よって､インド政府の助言を

を得るというような特殊関係になっている｡ブータン王国の外交基本方針は､

南アジア(インド亜大陸)地域諸国との関係を重視し､非同盟主義である｡
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人口は､約137万人(1988年)と推計されているが､実際には百万を切って

いると言う説もあり､正確には不明である.人口密度は21人/kEi2とされている

が､地域による差が大きく､北部高山地帯の居住者は非常に少ない｡民族構成

は､古くからブータンの東部に居住するシャーシヨッブ族､ 9世紀以降チベッ

トより移り住んできた民族で､おもに西部に住むガロツプ族､そして19世紀の

終り頃ネパールから移住してきて主に南部に住むネパール人となっており､こ

れらの人口比は､それぞれ54%､ 32%､ 14%とされている｡

言語はチベット語を語源とするゾンカ語が公用語とされているが,学校での

教育及び業務用文書の共通語としては英語が使われている｡これらの公用語の

他に､ブータン王国の東部ではシャシヨッブ語､南部ではネパール語､そして

中央部ではプムタン語が使われている｡

ブータン王国の経済は圧倒的に農業の比重が大きい.人tjの約9割は農業及

び牧畜に従事しており､ GDPの30-40%は農牧業によって占められている｡

古来ブータン王国は農作物に関しては自給自足を達成してきたが､近年は､米､

小麦等の穀物をインドより輸入している｡しかし､人口･人口密度共に少ない

ことから､農村部の貧困も殆ど見られず､現金収入は少なくとも豊かな生活を

営んでいる｡

貿易の殆どは､インドとの取引きである｡相互通商及び通関協定が結ばれて

いるため､国境の通過は自由であり､税関管理も厳格ではない｡ブータン王国

では工業が未発達であるために､セメントや農産物以外では､目立った輸出向

けの工業製品は少ない｡主要な輸入品は開発計画用の資材や機械等であるが､

近年は滑費材の輸入も増加している｡輸入品の大部分はインドからの物であり､

約10%がインド以外からの輸入である｡

義一社12 分野別国内線生産(GD P)推移

1985年
l

1986年:1987年

葉書木材業60.4(3.6
642.632.6

283.214.4
21.61.1
105.05.3
229.011.6

169.011.1
132.48.7
79.45.2

141.88.5 152.37.7
143.48.6
83.95.(】

142.47.2
91.34.6

126.27.5

168.610.1

-24.0(-1.4

135.76.9

200.010.1

-30.0-1.5

GDP計(100.i) 1,519.8 1,674.5 1,973.1

対前年比実質成長率 10.Z完 17.8.i

出典: Statistical Yearbook of BhしItan lg89, Central Statistical Office
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Ⅲ-卜2 農業の概要

ブータン王国の北部･中部は山岳と渓谷地帯､南部は密林地帯となっている

ため､国土面積の僅か3%(1,410ba)しか農耕地として利用されていない｡
_ま

た､ブータン王国の田畑は､南部の平地を除き山岳地帯の渓谷に棚田または段

々畑状に形成されているため､単位耕作規模が小さく,大型の農業機械の導入

による農業の近代化や経営規模の拡大は非常に難しい状況にある｡また､賃金

労働者は少なく労働貸金も高いことから､農産物生産上のコスト高要因となっ

ている｡

古来ブータンは食糧の自給を達成してきた｡しかし､近年は農業生産が国内

需要に追い付かず､義一Ⅱ-4に示すように､近年､農産物(特に穀物)の輸入は

徐々に増える傾向にある. 1988/89年､米の生産量は約 4.3万トンであり､こ

の約27%に当たる1.16万トンを､主にインドから輸入している■｡この主な理由

としては､次のような辛が考えられる｡

① 低い農業生産性o

(診 所得の増加にともなって､ブータン人の噂好がトウモロコシやソバ等の雑

穀類等から米や小麦に変化した｡これによって米､小麦の需要が増大した｡

(診 人口の増加､特にインドからの外国人労働者や非農業就労者等が増えたこ

とによる穀物需要の増大｡

④ 道路などの国内流通網の未整備による穀物流通の遅れ｡

義一Ⅱ-4 ブータン食糧公社による主要農産物の輸入量

(rgj位:トン)

主要農作物 198832;≡19払il粘.i'9g56/fF≡1g粘享19払

嘉麦糖
5,843

2,725
1.381

1988/
89年

6,033
Z,123

1,800
240

5,388

2,599
1,824

306

7,211

2,450
2,749

557

ll,28Z
3,350
3,574

874

16,750
5,767
4,039

1.280

ll,600

4,990

3,616

40(I

出典: Statistical Yearbook of Bhutan lg89, Cerl亡ral Statistical Offj.ce

義一Ⅰ-5 主要農作物の作付面積･収量･生産量

作物名 作巧h男積単箆grha芦生LFt)塞

祭蓑
26,O38 1,66O 43,140
6,420 640 4,080

トモロコシ 41,890 740 31,130

マスタード 4,080 330 1,340

合計 78,420 79,690

出典: Statistical Yearbook of Bhutan
1989
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穀物のなかでは､米とトウモロコシが最も重要であり､この2品目で穀物生

産量の約8割を占めると言われている｡稲作はかんがい施設の拡大と高収量品

種の導入で耕作面積､生産量を増やす傾向にあるが､トウモロコシの生産量は

徐々に増加しているものの､作付面積は減少傾向にある｡また､ソバ等の雑穀

類の作付面積も減少傾向にあるが､これは馬鈴薯に転作された部分が大きい｡

穀物以外では､痩せた土地でも耕作が可能な馬鈴薯の生産が伸びており､輸

出用換金作物として重要な位置を占めている｡

その他では､リンゴ､オレンジ等の果実の生産が急増しており､これらはい

ずれも､隣国､インドとの収穫期が異なるという有利性から､輸出作物として､

近年､需要が高まっている｡ (ブータン食糧公社による馬鈴薯､リンゴ､オレ

ンジの取扱量を義一6に､主要産品のインドヘの輸出額を表一正-7に示す)

また､ブータン王国は気候的･地形的有利性を生かし､インド以外の第三国

への輸出を目的に､アスパラガス､マッシュルーム等の野菜､香辛料､薬草等

の生産も開始している｡

義一Ⅰ-6 ブータン食糧公社による換金作物の取扱量･金額

取扱品自
1982/ 1983/ 1984/ 1985/ 1986/ 1988/
83年 84年 85年 86年 87年 89年

放資鮎ン) 3,796 6,17g 7,572 8,.988 8,021 1O,060

リンゴ 453 672 890 648 1;295 g66

オレンジ 549 589 690 770 946 2,456

取扱金額(百万Nu)
馬鈴薯‾ 5.a 10.5 ll.5 15.0 1g.2 21.2

昔>vヲジ
1.4 2.4 3.5 2.8 4.4 4.8

1.6 1.3 1.8 2.2 2.9 7.1

注)

出典;試買首冨8:翻監:A:a紺醍

-53-

間)までの年度｡ 1987/88年は1987年4月

tan 1989,Central Statist.ical Office



義一皿-7 イ ンドへの主要産品輸出額

(百万Nu)

品目
1982/
83年
1983/
84年 1呂雪鮮::1985/:1986/:1988/86年:87年:89年

⊥⊥⊥

■農産物 52､9 28.5 67.7 g7.9 109.5 99.9

カルダモ.ン 9.6 8.u 15.6 コ8.0 38.5 21.g

義美品空品
り
(J

8.8 11■.0 20.6 Zl.2 21.5 22:3

要撃苧シ
8.5 5.1 ll.g 16.1 23.6 23.2
Zl.6 3.6 14.4 13.3 17.6 19.7

リンゴ a.g 0.5 3.5 6.1 5.i 8.9

ハツカ 1.5 0.3 1.7 3.2 1.4 1.9
セメント 34.3 35.2 41.8 55.0 79.6 103.2

雷撃ン
10.1 8.2 14.8 46.8 53.3 121.2
7.8 8.1 ll.3 10.7 18.6 6.0

轟′軍i'貯裂
0.6 4.4 6.6 7.8 9.6 17.5

.1
1.0 3.0 5.9 6.9 0.6 0.9

雫'警マイト
0.1 6.3 14.8 21.2 29.3

42.0 275.9

ll.3 13.2

総計 157.0 157.2 200.0 270.0 380.1 702.4

農産物の割合(‡) 33.7 18.1 33.9 36.3 28.8:114.2

鮎::
s*t祭主悪tici苧己ySea%f=ooDDE

Bo紺LPt監守免9P
cbe恕Fsu-'t&at;stica 1 Office

Ⅲ11-3 国家開発計画

ブータン政府は1987年4月より経済開発計画として｢第6次5ヶ年計画(1987

年-1g92年) +を実施している｡この｢第6次5ケ年計画+では､ブータンの

社会経済開発の諸計画プログラムが国民と国の福祉の改善に貢献すべく､次の

9点が目的とされている｡

① 政府行政能力を強化

国民の尊敬を受け■る政府を築き上げることが､国家の安全と国体の維持､

更には開発諸計画の効率的実施のために必要と考えられ､このため､行政府

における倫理･規律の徹底､国民と国の福祉と安全のための強い責任感の保

持が要請される｡

② 国家的アンデンティティの護持

国家の福祉と安全はその文化,伝統価値体系に依存しているという考えに

起因している｡この目的達成のために観光客の寺院､僧侶､隈憩所､仏教研

究センター等宗教施設からの締出し､聖地への登山等が禁止されている｡
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③ 国内資源の動員化

農業税や農村税は歳入に対する寄与率が少ない上,急速な増加は望めない

ところから第6次計画の投資の約3割が予定されている産業部門(鉱工業､

商業､貿易)の成長に大きな期待が寄せられている｡

④ 農村部所得の向上

農･蓄産業の生産性の向上と換金作物の多様化と奨励､開発プロジェクト

現場での雇用と農産物販売等を通じて農産部所得の増加策が提案されている｡

⑤ 農村部住宅の改善と再定住

農村部住宅については､旧来の設計､構造､質のものでは衛生上､安全上

の問題があるため､本計画では各種の基準を設定し､村落生活の質と生活水

準を高めることが目的とされている｡再定住については､遠隔地に分散して

いる人口に対する公共サービスのコスト面からも､一定箇所に集中せしめこ

とが得策であるとされている｡

⑥ 開発サービスの統合と改良

教育,保健､農牧業普及等の施設的､質的標準化や開発サービス･センタ

ー(Development
Serv,ice Centre: DSC )の適切,適宜の統合､新設が提案

されている｡

⑦ 人的資源の開発

諸分野での需要の高まりに国内教育での育成が追い付かない結果､第4次

計画(1976年-1981年)時には1万人程度であった外国人職員数が､ 1987年

時点では 8.7万人にも達している｡このため政肘は､教育に多大の努力を払

い､国内外での職業訓練･研究にも努力している｡

⑧ 国民(開発への)参画の促進

過去の経験から､開発による財貨･サービスの提供が一方的に政府から流

れ､受益者たる国民はそれらを受け取るだけという方式では真の開発になら
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ないことが認識されており､国民の開発に関する意志決定､開発店動への更

なる参加とコミットメント､協力の意思が必要とされている｡

(昏 国家的｢自立+の自立

自らの足で立ち､意志決定を外的要因に左右されることなく行う力を有す

ることが国家としての最重要目棲であり､すべての開発プログラムや政策は､

この目擦達成のためにあるとしている｡

以上の目的を達成するために､ ｢第6次5ケ年計画+では総額 9,559,236

百万Nuの予算が組まれている｡本計画における予算の割当は､ ｢工業･貿易･

商業+ (13.3%)‾､ ｢電力+ (13.1%), ｢公共事業+ (9.3%)､ ｢農業.+

(9.1%､ ｢教育+ (8.1%)などの順となるo ｢農業+ (9.1%)は､さして配分

が大きくないが,公共事業にせよ最終的には農業振興のための投資が多く､プ

ライオリティーが低いわけではないと説明されている｡

義一Ⅰ-8 第6次5ヶ年計画における分野別予算配分

分野 予算額(百万Nu) 構成比(完)

撃華IJ'プ違侮賀溢
880.4 9.2

106.5 1.1

董晶p易･商業､哲:柴蒜

ココ1.0 3.5

418.2 4.4
1,Z47.9 13.1
1,276.1 13.3

35.3 0._4

887.2 9.3

48.8 8.5
68.1 0.7

,ウルッ琴航空

133.8 1.4

391.0 4.1

778.8 8.1

339.1 4.2

95.9 1.0
248.7 2.6
1,973.0 20.6
238.5 2.5

計 9,559.2 108.0

出典: 6th Five Year Plan 1987-92,‾planning Com臥ision
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亘血

A

-

～

① NASEPP本敵(手前から管電機.種子貯蔵直.種子精選施設､組織堵兼重)

㌔
I
＼ ▲

”..過二∴
③倉庫不足のf=め軒下に積まれた原料種子

こ一

a

p_JZI■｢

t戯

し･

t=i,･-

iJ

③ 野菜種子の特選機械
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磨
i

'LL⊥

⑤ 培地への宙の植込み作案

I

i

頂
皇室卓■

石.

軒

⑥堵糞中の首

ー･/1''-･ ～:∴i

嫉

ーふ*⊥

⑦リンゴの苗木生産&弔(P&ro)
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Ⅲ-2 種苗研究開発計画

Ⅲ-2-1計画の背景

(1)優良種子･苗木の生産現況

同国の優良種子･苗木の生産･配布は､ 1984年より農業局内に設置された種

苗生産計画(NASEPP: Natiohal Seed and Plant Production PrograLme)によ

って一元的に行われている｡ NASEPPの主要施設は日本政府の無償資金協力によ

って整備されたものであり､現在､主要穀物､野菜種子の生産加工･販売､果

樹苗木の生産販売を精力的に行っている｡

種子･苗木の需要としては､穀物種子､野菜種子､温帯果樹苗木､亜熱帯果

樹が主であるが､近年では､畜産の振興や､森林資源の減少から牧草､樹林種

子の需要があり､今後､ NASEPPはこれらの種子を生産していく計画である｡こ

れらの種苗の具体的な名前は次のとおりである｡

(丑 穀物種子

米､小麦､トウモロコシ､油科種子､豆類､ライムギ等

(塾 野菜種子

キャベツ､カリフラワー､ナス､トウガラシ､タマネギ､キュウリ､ダイ

コン､ハクサイ､エンドウ､インゲンマメ､オクラ､カブ､ニンジン､ト

マト､カボチャ､レタス等

(卦 温帯果樹苗木

リンゴ,クルミ､サクランポ等

④ 亜熱帯果樹苗木

オレンジビンロウ(アレカ)等
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(勤 牧草種子

クローバー､オーチャードグラス､イタリアンライグラス等

(昏 樹木種子

マツ､モミ､エゾマツ､オーク､チーク､サラソウジュ等

苗木については組織培養と接木により､ NASEPPの組織培養部門と苗木圃場

によって生産されている｡保証種子の元種となる原々種及び原種の生産は､

NASEPPの付属農場で行われる｡その後､原種の増殖による保証種子の生産は､

NASEPPとの契約によって種子を生産する採取農家によって行われている｡

このようなシステムによって生産された優良種子･苗木の絶対量はブータン

国内の需要に対応できず､不足分はインド等からの輸入に頼っているのが現状

である. (表一皿-9)

義一札-9 NASEPPによる優良種子･苗木の年間平均生産/輸入/販売量

生産量 l輸入量 販義塵

種王⊥上之)
小麦 85 60 125

祭イズ
125 1r)L5

25 :5

鵬痩子
溜帯果樹苗太(永■)

77克ぎ

rT

I 3 10

5

25,GOO 35,GOO

5

60,000

5,OOl】 5,000 10,000

その他温帯果樹

帝熱帯奥歯苗太('太)

享お壷品薄果樹

5,000

25,00()

2,00q 7,OOO

Z5,000

1,000 1,OCH]

出所: NASEPP

義一Ⅰ-10は1984年から1991年までにNASEPPが取り扱った種苗の量である｡
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義ll-10 NAS EPPによる優良種子･苗木の生産/輸入/販責実績

(コ＼

トJ

作物名 fli984-85年 1985-86年 1986-87年ff!987-∂8年 l1988-89年 i989-90年 1990-9i年

l生産

&輸入

販売 生産

&輸入

販売 生産

&鯨人
販売!生産■

畠輸入

販売 生産

&輪^

販売 生革
&輪人

販売 生産

&輸入

販売

種j([1/)

小麦 113 163.4 141 119.5 101

I

185.3162 134 131 110 184 146 132.6 117.3

栄.. 9 2.5 ll.9 6.a 53 39.924 61 116 116 196 i60 18Z 114.9

トウモロコシ 29 17 16.7 20.8 24 26.9Z2.4 17 5.2 14 5.571 5･571i7･2
7.16

油料種子&豆類 9.8 8.1 8.8 6.6 9.6 6･9i∑･4 3.5 iO 1.3 8.6 5･2ii4･79 9.78

大麦
17

I 5.6 4.i 4.3 4

42:;き∑
I
I

67gOOi32000

l

tL.11I5.2 0.6
l

ll

野菜

I

邑ー基(衣)

リンゴ(つぎ木)

3

1iOOO

2.4

ii955

2

102915

1.2

107088i

5.2

66000

1

11･チi3･8

435iO23600

5.2

4Z332

4

39138

3.3

43591

4.74

[

49722

1.95

49772

苗木(組織培養) 9280 9280

クルミ i7000 14834 26000 7063 18800

1冨o9三言ぎ150003000

4575 28332 3080 4畠44 8821 8821

その他温帯果樹 5000 8732 35000 6Z53 7000 10156 Z378j9960 4577 7404 7404

オレンジ 10000 12971 35000 19258 20000

2…4;447…量2800040

1803∑8000O 1.i983 80000 28GOO 37750 37750

マンゴー 1200 i420 5000 4580 i76 140 30(】

その他亜熱帯果樹 5269 300OO 8618 i802 988 200 200 ■3GO 300

根茎頼I
I

4000 1(〕OO i7500 17000

出所: NASEPP



(2)第6次5ケ年計画における種子･苗木政策

第6次5ケ年計画における農業開発の大きな目標は､次の三つとなっている｡

① 主食である穀物の完全自給を達成する｡

② 農村地域での一人当りの所得を増やす.

⑨ 農業生産性の向上

上記の目棲を達成するために､第6次5ケ年計画では農業分野の予算として

総額888.449百万Nuが割り当てられている｡このなかでも､優良種子･苗木の

生産配布は重要な位置を占めており､表一皿-11に示すように農業分野で一番の

予算配分がなされている｡

義一正一11 農業分野における予算配分

プログラム 経常支出;資本支出'
I

計(oi)

(1?c琵琶莞享掛古aH!ieypr詰sgetct1戸貢冒しl15.140 -3賢帝㌢33.860

批特配岩p;:≡,!喜cot三ect
13.491
22.750
4.788

3.17g

49.509
47.25(〕
14.072
5.5IO

7ParoFloodProtectionProject 0.665 0.OOO

(2)農業開発一般 47.385 65.908 113.293(12.9)
(3)試験･研究 21.052 19.784 40.836(4.6)

(4)人資源の開発 13.746 6.254 20.0[)0(2.3)

(5)農業機械化 41.253 91.380 132.633(15.1)

(6)優良種子･苗木の生産及び配布 22.287 115.713 138.00(〕(15.7)

(7)作物保護 8.495 21.505 30.00t〕(3.4)

(8)馬鈴薯の生産碑化研究 8.895 18.605 qL.7.500(3.1)

(9)土地･水開発評価 5.511 17.035 22.546(2.6)

(ユ0)収穫後処理(貯蔵･流通)の補助 1.400 1.278 2.678(O.3)

(ll)農業統計 3.723 1.014 4.737(i-).5)

(12)国家園芸開発フ○ロシ㌔ェクト 5.800 9.ZOO 15.00O(1.7■)

(13)資材調達･配布 (】.000 5.000 5.(】O()(Ll.6)
(14)計画･行政 31.318 29.715

MJLl_エ岨⊥_旦.ェ～91_
合計 288.132 592.367 ■880.499(loo)

出典: 6th Five Year Plan 1987-92, Planning Commision

この｢優良種子･苗木の生産及び配布+プログラムの目標として､主に次の

ようなことが上げられている｡
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@

②

@

㊨

⑨

NASEPPの強化

優良穀物種子の導入･普及による主食穀物の自給達成

優良油科種子及び野菜種子の生産強化

主要果樹(リンゴ､オレンジ等)の苗木生産圃場の整備

策5次5ヶ年計画期間中に始まった組織培養によるウイルスフリーの苗木

生産の強化

⑥ 輸出商品としての種子の生産

以上のように本プロジェクトにおいては､優良種子･苗木を生産し､普及す

ることによって｢第6次5ケ年計画+における農業開発目棲である､主食穀物

の自給､農民の所得増加､農業生産性の向上を達成するものであるとしている｡

(3)種苗生産計画(NASEPP: National Seed 良 Plant Production Prografnme)

ブータン王国は国民のほとんどが農業に従事する典型的な農業国であり､そ

の大部分が自給自足を主体としたものであった｡そのため農村には現金収入の

道はなく､苦しい生活を強いられていた｡

このような状況のもと､ブータン政府は農村に現金を獲得させ､現金を農村

に流通させ農村の振興を図ることを目的として､換金作物開発計画を立案し､

実施に移した｡

これによって､従来からブータンにあった種苗生産計画_(NASEPP: National

Seed and Plnt Production Progra=e)が強化されることとなった｡ NASEPPの

主要施設は､日本政府の無償資金協力によって整備され,現在は､主要穀物､

野菜種子の生産･加工･販売､組織培養による果樹苗木の生産販売を精力的に

行っている｡

表-I112はNASEPPが将来の種苗需要予測をもとに立てた今後5年間の種苗生

産目標である｡この裏によれば5年後の1998年には､種子の総生産量は現在の

約2.6倍( 835トン)としている.また､果樹の苗木についてはオレンジとサ

クランボを除き,殆どの生産量は少ないもので､ 1991年の生産量の1.7倍(ど

ンロウ)
､多いもので50倍(リンゴ)に増やす計画となっている｡
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義一Ⅱ-12 優良種子･苗木の生産目標

綿問
生産白襟豊

1992年;1993年;1994年;1995年こ1996年

鍾.千
米_ 132.4

I

I

250.0･-260.0 300.0 350.0 400.0

盛鮎
髄果樹

亜警菅苧撃

174.2 200.0 250.0 Z75.0 300.0 350.0

9.8 15.0 20.0 25.0 30.0 50.G

8.7 10.0 15.0 18.D 20.D 25.0

2.0

20,GOO.0

2.5

乙5,000.0

3.5

50,QOO.0

4.5

那呂oo:oo

6.5

70,000.0

11〕.0

loo,000

10,000.0 10,000.0 10,000.0 20,000.0 20,000

5,000.0 5,000.0 5,000.0 5,000.0 5,000.0:5,000

3,000.0

50,000.0

5,000.0

10,000.0

10,000.0

20,000.C)

10,000.0

30,000.0

15,000.0:20,000
1

l

I

l

39,ロoo.0:30,000

ビンロウ 3,000.0 3,000.0 4,000.0 5,000.0 5,ロoo.0:5,(jOO

その他 5,000.0 10,0()0.0こ10,ロoo.0ミ10,000.010,000.0:15,000

出典: 7th Five Year Plan Proposa.i for NASEPP,農業局

しかしながら､現在のNASEPPの施設では､現在の生産量に対応するだけの種

子倉庫の能力が不足しており､今後の種子生産量の増加を考えると､この整備

･拡充は緊急の課題となっている.また､果樹接き木施設についても､将来の

生産増加に対応するためには､新しく整備された施設の拡充が必要となってい

る｡更に､生産量の拡大に伴う､今以上の外部の種子生産者の活用が必要とな

るため､ NASEPPの役割として種子苗木検査能力の強化が求められている0

NASEPPの組織は図-Ⅰ-1に示す通りとなっている｡

フ●t)シ◆ェクト･マi-シ～ヤ-

緒 務 部 門

生 産 部 門

加工･調整部門

種子試験部門

販売･保管部門

調 達 部 門

組織培養研究室

Lapobathangkha農喝

Bajo農場

Nangsiphel農場

Tashiyangisi農場

桓享車重二二二+
図一社-1 NASEPPの組織図
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Ⅲ-2-1計画の概要

(1) 目 的

NASEPPの施設･機材を整備することによって､優良種子及び苗木の加工､生

産､販売能力を高め､増大する需要に対応する｡これによって主要穀物と換金

作物の生産性を向上させ,主食穀物の完全自給と換金作物の普及･生産の強化

を図り､農民の現金収入を増加させる｡また､換金作物の輸出により､貴重な

外貨を獲得する｡

(2)実施機関

種苗生産計画(NASEPP : National Seed 良 Plant Production Progran)The)

(S)施設･機材の内容

本計画によってNASEPP本部に付属する以下の施設･機材の拡充･整備を行う｡

(丑 種子原料倉庫( 500トン)

現在､ NASEPP本部の施設で処理される種子の量は､年間 200- 250pLンで

ある｡処理された種子を貯蔵する倉庫として約 200トン容量の倉庫があるも

のの､種子処理のためにNASEPPに持ち込まれた原料の倉庫はなく､現状では､

軒下や建物内の廊下に一時的に保管されており､原料錘子の品質低下の原因

となっている｡このような現状と､今後､農業普及組織の強化や食糧増産計

画の実施によって優良種子の需要は益々増加することが予想されることから

原料倉庫の拡張が必要となっている｡

(多 種子くん蒸庫

種子の貯蔵期間中､害虫､カビ等による質･量的の損失を低減させるため､

製品のくん蒸を行う施設が必要となっている｡また､今後増えるであろう種

子の輸出入にも必要となる｡ (NASEPpは種子くん蒸障を所有していない)

⑨ 荷役機器

優良種子の需要の増加にもとなって､ NASEPPの生産量も増える事が予想さ
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れている.これに対応してベルトコンベア-､スタッカー､フォークリフト

シ等の荷役機器が必要となっている｡

④ 種子･苗木換査室(検査機器を含む)

種子及び苗木がウィルス､カビ､バクテリア等に侵されていないかを検査

するための機器を整備する｡

⑤ 飼料作物･樹木種子の精選施設

畜産の振興によって飼料作物種子の需要が増えている｡また､森林保護意

識の高まりによって樹木種子の需要も高まってる｡現在､ NASEPPには､これ

らの種子処理のための精選機械はなく､既存の機械を転用しているため､今

後は飼料作物と樹木種子を精選する機械がそれぞれ必要となっている｡

⑥ 果樹接き木施設

果樹苗木､特に組織培養によって生産されるウイルスフリー苗木の需要は

年々増加しており､このための接き木施設が必要となっている｡
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Ⅲ-3 総合所見

現在､実施されている｢第6次5ケ年計画(1987年-1992年) +のなかでも､農

業部門は高い優先度が与えられており､

@

@

③

主食である穀物の完全自給率の達成

農家での現金叫文人の増加

農業生産性の向上

の目標が掲げられている｡

この目棲を達成するための政策として優良種子の生産･配布は重要な位置を占め

ており､ ｢第6次5ケ年計画+においては､農業部門のなかで一番の予算配分がな

されている｡引続き計画されることになる｢第7次5ヶ年計画+においても､農業

局は現在の約 2.6倍の種子の増産を行う意向を持っている｡また､近年､農家の換

金作物として導入されたリンゴやオレンジ等の果実は､隣国､インドとの収穫期が

異なるという有利性から､輸出作物として,その栽培面積が増えており､これに伴

い苗木の需要も年々増大している｡

優良な種苗は､農業生産向上のための重要な投入材としてばかりでなく､近隣諸

国を対象とした輸出品としても注目されており､政府は優良種苗増産政策を強力に

実施する方針である｡

これら種苗の生産を一元的に担っているのはNASEPPであり､日本の無償資金協力

によって供与された施設機材を活用し､活発な生産販売活動を行っている｡しかし

ながら､近年､急速に増大している優良種子･苗木の需要に対応するためには､既

存の施設では手狭になっており､そのためにはNASEPPの施設の増強･拡張が強く望

まれている｡

以上のような政府の方針及び緊急性という観点から判断して､ NASEPPの施設の増

強計画は,日本の協力プロジェクトとして適当である｡
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ネ パ ー ル 王 国



Ⅳ.ネバ-ル王国

Ⅳ-1一般事情

Ⅳ-ト1概要(自然､社会･経済)

(1) 自 然

ネパール王国はインド北部に位置する内陸国で､約147千nfの国土面積を有

する.東西に細長く､国土の80%以上が山岳･丘陵地帯に属する山岳国家であ

る｡南北わずか150- 200kmの間に､南のインド平原より連なる熱帯平地から

北部にそびえる-8,000m級のヒマラヤLLJ脈までを含み､変化に富んだ地形･気

象条件を有している｡通常､自然の地域区分は標高による東西方法の3つに大

別されている｡一番北の地帯は山岳地帯と呼ばれ､標高 3,000m以上の険しい

山地で冷涼な地域である｡その南は丘陵地帯と呼ばれ,標高 300- 3,000mの

地帯で温暖な気候を有する.一番南はテライ地帯と呼ばれ､標高 300m以下の

平地が続いていることから､同国の穀倉地帯となっている0

気候は,国全体としてアジア･モンスーン地帯に属しており,雨期(6月-

10月)と乾期(l上月-5月)が明確に分かれており､年間降水量の80-90%が

雨期に集中している.年間降水量は､一山岳地帯､丘陵地帯で1,000- 4.000fDn､

テライ地帯で1,000- 2,000n]nlとなってている｡気温は1月頃が最低で3月頃

から急上昇し､ 6-7月頓に最高となる｡標高差が大きく複雑な地形を有する

ため､気温の地域的変化は大きく､寒帯から熱帯までの分布が見られる｡

義一11卜1 カトマンズの気候

月 平野気温(oC) 降水量(mm)

1 9.7 14.4
2 12.8 10.3

3 16.6 36.2
4 20.4 34.1
5 Z3.1 100.9
6 24.0 205.9
7 23.9 389.2

8 24.0 344.0
9 23.2 182.8
10 19.9 38.0

ll 15.0 4.1

12 ll.2 1.0

計/平均 18.6 1,361.0

出典:理科年表, 1990年
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(2)社会･経済

ネパール王国の人口は､国連統計によると､ 1988年には17,900千人に達した

ものと見込まれている｡年間人口増加率は 2.7%と高く､同国経済の大きな圧

迫要因ともなっている.山地が多く交通･通信事情が悪いことから､地域毎の

自給自足体制を中心として社会生活が営まれており､多民族国家を形成してい

る｡言語もネパール語が国語となっているものの､各種族が独自の言語を持ち､

20種以上の言語族がが分布している｡宗教は､ヒンズー教が国境と定められて

おり､国民のほぼ90%を占めているが､チベット系住民の間ではラマ教(チベ

ット仏教)が主流であり､ヒンズー教と仏教の混交も見られる｡

同国の政治は､パンチャヤット制(古来の村落会議･評議会)を基礎とした

立憲君主制によって行われてきたが､同制度は政党活動を認めておらず､国王

の権限が強すぎるという理由で知識層からの不満が強く､ 1985年以来､反体制

運動が活発になっていた｡ 1990年には民主化要求デモが流血事件に発展するに

及んで､同年4月､国王は29年にわたって続いた政党活動禁止を廃止し複数政

党制を導入することを表明した｡その後､暫定政権のもとでの新憲法の配布､

政党制に基づく総選挙の実施､本年5月の新政権の発足とほぼ順調に政体の改

革が進んできており､民主化後の本格的政権による新政策の実施が待たれてい

る｡

行政区分は､南北の縦割に大きく5つの開発地域(Region)に分けられ,秦

から東部､中部､西部､中西部､極西部となっている｡各開発地域には､一つ

ずつ開発センターが置かれており､地域行政の拠点となっている｡開発地域の

下には県(Zone)
､その下には郡(District)が置かれており､それぞれ全国

で14､ 75の数となっている｡

経済状態は､民主化のための政治的な混乱が続いたため､悪化の道をたどっ

ている｡特に､ 1989年3月のインドとの通商協定及び通貨協定の失効に伴う

｢経済封鎖+はこ ネパール経済全体に悪影響を及ぼした. 1989/90年のGDP

は84,911百万ルピー(約2,022百万USS )と見込まれており､同年度のGDP

の実質成長率は2.01%にとどまった｡その一方で､高いインフレによって国民

生活は圧迫を受けおり､カトマンズ盆地では年間15.7%にも達している｡幸い､

好天に恵まれたため､国家経済の主柱である農業生産が順調であったことから

それほどの混乱は生じていないが､新政権による経済政策はまだ固まっておら

ず､今後の混乱を避けるためにも早急な経済の立て直しが必要とされている｡
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義一tV-2 G D P の推移
単位:百方ルピー

年度 1985/86 1986/87 1987/88 1988/89 1989/9O†

費墓室崇門
Z6,819 30,759 36,032 4.1,658 45,a48

23,6Q9 Z8,487 33,481 35,756 39,Q63

(妾質成長箪)
50,428 59,246 69,513 77,414 84,911

(4.30Ⅹ) (3.94完) (7.83Ⅹ) (2･31宝)+(2･01芸)

出典･. Stastical Year BQQk Qf Nepal, 1991

Ⅳ-1-2 農業の概.況

ネパールは国内市場が小さく､各地域も急峻な山地によって分断きれている

ことから､カトマンズ等の大都市周辺を除いて商工業の発達が遅れている｡そ

のため､国民の多くは農業によって生計を立てており､最も新しく行われた人

口統計(1981年)によると､労働人口の91%以上が農林水産業に従事している｡

義一1V-3 産業別労働人口(1981年)

産業 労働人口(人) 構成比(%)

6,244,289 91.15
971 0.01

33,0之9 0.48

･･3,013 0.04

2,022 0.03

109,446 1.60

7,424 0.ll
g,850 0.14

313,570 4.58
127,272 1.86

計 6,850{886 loo.DD

出典: Jき粁o誉9冒f
AgricultL.raユ Statistics of

農業部門のGDPに占める割合も近年は50%強で推移しており､他の産業の

伸びによってややその地位を低下させる傾向_にあったが､最近2年で見る限り

は反対にその割合が増加する傾向にある｡

ネパール王国の主要農産物の生産状況を表-1V-4 に示す,米を中心にトウモ

ロコシ､小麦が主要穀物として重要な位置を占めている｡これら主要穀物は作

付面積､単位面積当りの収垂とも拡大基調にあり､順調な生産量の伸びを示し

ている｡他の作物についても同様の傾向が見られ,政肘の農業振興政策の成果

を見て取ることができる｡特に､馬鈴薯､サトウキビは作付面積は少ないもの

の､近年の生産量の拡大はめざましく､特に単位面積当りの収量の伸びが大き

く､技術革新が進んでいるものと考えられる｡
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義一ⅠⅤ-4 主要農作物作付面積･生産量･収量

作物年度 1985/86 1986/87 1987/88 1988/89 1989/9D

篭茎葉賢許)1,376.9 1,333.4 1,4Z3.3 1,450.5 1,432.9

a,709.4
-2,372.0

2,981.a 3,283.2 3,389.7
2.02 1.78

626.7

2.10 Z.26 2.37

614.7 673.8 721.9≡ 751.2

873.8 868.4 901.5 1,071.6 1,201.0
1,42

151.1

1.39

150.8

1.34

164.8

1.48

182.61

1.60

1.93.5

lヒ墓室葉賢許)lJ-‥‾ー‾r-I一一-”-‾‾-‾…

儀葉賢許,

137.9 137.6 150.1 183.i 224.8

0.91 0.91 0.91

596.8

i.00 】.16

48Z.8 535.5 599.3 604.2
598.0 701.0 744.6 830.1 855.0
1.24

29.3

i.3工 i.25 工.3g

29.5

1.42

29.5

瑠壷翼賢許)
油覧茎葉i.?ifg;チ)

ー:7聾蔓草竪琴_
タバコ

ーー_選肇軍?i;tfao3,?_'_

28.6 29.1
23.4 24.7 24.3 2.7.0 27.4

0.80 0.86 0.83 0.92 0.93

127.8 137.9 151.5 154.9 153.7
84.0 78.4 94.4 99.2 98.1
0.66

65.5

8.57 0.62

80.2

0.64 0.64

67.0 81.6 83.4

420.2 356.7 567.0 640.9 671.8

6.41 5.10 7.08 7.86

7.3

8.06

7.68.6 8.7 6.5
6.4 4.7 4.5 5.4'6.6
0.75 0.54

23.0

0.69

29.5

0.73 0.87

17.5 29.6 31.5

408.3 558.3 814.4 903.0 988.3
23.36 24.27 27.59 30.56 3i.38

12.93
ジュート

装綿賢許
Z7.2 47.2 14.5 13.6
33.1 61.1 15.8 17.6 15.61
1.30 1.18 1.u9 1.30 1.21

出典: Handboclk of AgricLlltural Statistics of Nepal, 1991

これら作物の生産状況は地域によって大きく異なっている｡米はテライ地帯

で全体の約3/4が生産されており､小麦も水田裏作が主休であることからやば`

りテライ地帯で多くが生産されている｡テライ地帯は農耕に適●した平原である

ことから､ネパールの穀倉地帯となっており､油料作物､サトウキビ､ジュー

ト､タバコ等の換金作物の栽培も盛んである｡反面､人口増加に伴う他地域か

らの移住による急激な開発により､広大な森林が農地に転換されており､環境
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破壊の問題を引き起こしている｡ -方,主要穀物のひとっであるトウモロコシ

は水利条件の悪い丘陵地帯を中心に栽培されており､他に､ヒエ､大麦､鴇鈴

薯が丘陵地帯から山岳地帯にかけて多く生産されている｡

義一1V-5 地域別作物生産状況(1989/90年)

地帯

作物

米,

トウモロコシ

ヒエ

/j→麦

大麦

油料作物

鳥鈴薯

タバコ

サトウキヒ＋

出犀～

山岳地帝

悶房男(,綿票)
41.35 82,51

(2.9Ⅹ) (2.4Ⅹ)
59.74 83.97

(8.0Ⅹ) (7.0駕)
24.48 26.92

(1i2皇7誉i(1424?誉去
(7.0Ⅹ) (5.2貰)
10.85 10.12

(36皇7誉去(37i?至去
(壬白ヲ嘗?
13(i･4644i)(23.6.i) (19.7oi)

0.10 1.47

(0.3oi) (0.lei)

千
丘陵地帝

開扉欝(,綿票

(32ヨヲ毒毒手(:7Zチ畠妄ヲ

･513g2b?毒39徽i8)
瀞…蔓勇瀞5?董卓
(5圭ヲ畠毒)1(5壬?乞%0ヲ

･1吾9i我(滋QO87,a
(5(41儲(5(01?55蔓a,
(8ヲ主星ヲ(書ヲ丘oiヲ

門b醜.o%f[gAf=rhctiltil鮎.statistics
of Nepal I

テライ地帯

開館欝(･品栗莞)

1(宇35?1妥ヲ
158.64
(21.1駕)
12.22
(6.3%)
316.91

(52.5宕)
3.38

(】.1.5%)
121.87

(79.3Qi)
18.4?

(22ナチ警手
(98. Zoi)
2B.83

(91.5oi)

2(,芋i3
28
(24
1

毛呂
(5g

(1

(7
2

(2

(9
g

(9

イ

1
■T

/

9
a

9

98.
g43

95.

5.47

.8%)9.64
, 1Lyo)
3.19

.8oi)7.12

.3富)3.24

.8%)7.45

b9警手
. 8oi)
6.50
. 5oi)
3.78

.5Ⅹ)+

1991

ネパール王国は国全体としては食糧の自給を達成している｡ Lかしながら､

食糧生産の多くがテライ地帯で行われており､耕地の少ない山岳地帯,丘陵地

帯は慢性的に食糧が不足する状態となっている｡国内の交通相が未発達である

ことから､テライ地帯の余剰食糧の多くがインドに流れている実態があり､食

糧の地域的遍在が問題となっている｡また､生産の伸びが高い人口増加率に追

いっかないため､余剰の幅は年々減少傾向にある｡

Ⅳ-卜3 国家開発計画

ネ.パール王国の計画的径済開発は､ 1956年の第1次5ケ年計画から開発され

第7次5ヶ年計画(1985年-1990年)まで実施されたo
-連の開発計画のうち

第4次までは道路､通信､かんがい等のインフラ整備に重点が置かれたが､第

5次計画以降は農業,かんがいに優先度を置き､過去の基礎投資に見合う増産

及び短期的投資効果を重視する政策に転換した｡第8次5ヶ年計画は旧体制の

もとで素案が作成されたが､体制変革のため計画策定作業が進んでいない｡素

案の内容は第7次計画の延長とも言えるものとなっているが､新政権によって

どのような計画が策定されるのか注目を集めている｡
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前政府は上記5ヶ年計画の他に｢1985年-2000年ベーシックニーズ充足計画+

(Programme For Fulfillment of Basic Needs, 1985-2000)を策定しており､

貧困層の生活向上のため長期的な目標を掲げている｡これらの基本的考えは新

政府にも引き継がれていくものと考えられる｡以下同計画の各部門毎の概略を

記す｡

(1)食糧の増産

低下傾向にある国民一人当りの摂取カロリーを1964年並(2,250 カロリー)

に回復させるために､穀類､豆頬､馬鈴薯の生産量を主に単位面積当り収量を

上げることで増加させるo それぞれの目標増加率は穀類4.8%､豆類6.6%､

馬鈴薯 5.5%とするo また､蛋白質､脂肪の摂取量増加､農家の現金収入増初

のために､畜産､果樹､換金作物などの生産量を増加させる｡

(2)人口増加の抑制

2000年までに年間人口増加率を1.2タ石まで引き下げる｡

(1985/86年人口増加率: 2.66%)

(3)衣類の生産量増加

大幅な輸入に頼っている衣類用生地の生産量を半自動織械の普及などにより,

2000年までに 254.8百･万mに引き上げるo (1985/86年衣類用生地生産量:

28.9百万m)

(4)住居の充実

貧困層の住宅の広さを都市部で30L7f､農村部で40-60Jげ確探するo更に､

2000年までに都市部で38万戸､農村部で94万戸の住宅を新たに建設する.

(5)教育の充実

教師数､学校数を増やすことで,初等教育の就学率を2000年までに100%

(1984/85年は 82.78%)にするo また､併せて高齢者教育を実施することに

より､識字率を高める｡
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(6)保険医療の充実

幼児死亡率の低下､病院･診療所･医師･看護婦･医療補助員の増加により､

2000年までに平均年齢を65歳(1984/85年: 51歳)にする｡

(7)貧困層の所得の増加による購買力の増大

食糧購入などに必要な最低限の所得( 1,971ルピー)を確保するために､径

済成長の促進､所得の適切な分配を行う.年間5.7%の経済成長率を確保する

ことにより､ GNP97,752百万ルピー(1984/85年:42,398百万ルピー) ､人

口一人当りのGNP 4.219ルピー(1984/85年: 2,540ルピー)を達成する｡

また､所得の分配については､失業率の低下､生産性の上昇などにより､人口

の 42.55%を占めるといわれる低所得者層の所得を全国民の所得に対する比率

を23% (19%4/85: 12.6%)まで増加させる｡

現政権は未だに新しい国家開発計画を発表していないが､本年7月には1991

/92年度予算教書を議会に提出しており､この予算から新政府の目指す経済開

発の方向性を読み取ることができるものと考える｡予算の目的は以下の5項目

から成っている｡

1

2

3

4

5

一般大衆を国家開発に参加され､その成果を貧困層に分配する｡

一般大衆の経済的困難を緩和する.

民間部門の開発への参画を促進する｡

歳出管理により､開発出費と行政出費の均衡を保つ｡

徴税システムの簡素化により国内資源の動員を促す｡

政府は､社会下層の福祉を強調しており､単に国民生産の成長を目指すので

はなく､開発利益の均等な配分をも重視している｡そのためには､地方開発を

最優先する方針であり､予算の70%を他方に配分することとしている｡また､

政府は開発の原動力として民活化を重視する方針を立てている｡ただし､民活

化はともすれば富の遍在を招き貧富の差を助長する恐れがあるため､貧困層の

開発の主流に取り込むことに注意を払うこととしている｡そのためにも､地方

開発が非常に重要となっている｡ GDPの成長率は4.6%と設定されており､

農業 3.5%､工業20%､その他部門4.3%の成長を見込んでいる.
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義一ⅠⅤ-6 開 発予 算額(1991/92年)

部門 予算額(百万ルヒ'-) 構成比(o/o｢ーJl
lz4.4

農差薬門
4,117.2

1,649.5 9.8

芸垂鮎
1,■561.6 g.2

35.2 0.2

785.Z 4.6

その他 85.7 0･5N+
運輸部門 2,882.4 17.1

工業部門 1,707.6 1口.1

通信部門 181.9 1.了L

その他経済痛動 63〔).a

1

3:i::;=･･1

1

社会福祉･教育i5,275.9

その他 TJz,D99･8 12.4

合計 16,8g5.0 100.Ol
._-+

出典:ネパール1991/92年度予算教書
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l lu
竪‾埋▼

(∋ 国立点董研究サービスセンター(NARSC)内にある中央種子技術者(打huELaltar)

*

J*-:.

② 農業資材JI=社(AIC)での野菜種子和選
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Ⅳ-2 原種生産農場施設改善計画

Ⅳ-2-1計画の背景

(1)種子行政制度

ネパール王国での体系的な種子生産は1970年代の初期に､開始された｡その後､

優良種子生産に関する強化策が実行に移されたが､農家の優良種子購入はそれ

はど増加せず､目に見えた成果を得ることがなかった｡このような結果は､国

家の種子政策に統一性がなかったものという認識のもと､ 1988年10月には国家

種子法(Nepal Seed Act)が施行され､国家種子評議会(Nationa一 Seed

Board, NSB)を中心に国家種子政策が実施されるはこびとなった｡

以上の政策の中で､それぞれの関係機関の役割は以下のように定められて

いる｡

役 割

1.戟略策定､調整

2.政策立案､監督

3.品種開発､維持

4.原々種(Breeder's seed)

原種(Foundation seed)生産

5.種子生産､加工､貯蔵､流通

6.人的資源開発

7.種子検査

8.種子証明､保証

9.種子技術研究

10.国際交流

ll.種子普及

12.種子生産者への助言

13.山岳地帯種子生産､

小規模種子企業化
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実施機関

NSB
､農業省

NSB

国立農業研究サービスセンター

(National Agricultural Research

and Service Center, NAf!SC)

NAIiSC

農業資材公社(Agricultural Inputs

Corporation. AIC)
､民間業者

NSB
､ STIP(Seed Technology and

Improvement Program)

NAPSC ､ STJP

NSB ､ STIP

NAIiCS ､ STIP

NSB
､ STTP

農業局

農業局､ AIC

NSB
､農業局､

STIP



(2)種子生産の現状

ネパール王国の種子生産は前述した各関係機関によって行われており､

NAtZSC (国立農業研究サービスセンター)が原々種､原種の生産を行い,

A I C (農業資材公社)及び民間の種子業者がそれら原種を増殖し農家に販売

することになっている.しかしながら､民間業者は一部野菜種子を除いては生

産を行っておらず､また､その生産量は僅かである｡そのため､現在AICが

ネパールで体系的な種子生産を行っている唯-の機関といってもよい状態であ

るが､ AICが生産している種子は､主要穀物である米､小麦､トウモロコシ

にほぼ限られており､他の作物の種子はほとんど生産していない｡また､ AI‾

Cの種子生産販売量は予想される種子重要量に対して米 2.6%､小麦16.12%､

トウモロコシ8.45%しか充足しておらず､非常に少ない実態にある｡

義一ⅠⅤ-7 A I Cの種子生産の現状

(ton)

作物
韓寿配野雷管葦雛(A84I/8C5撃節

■蒐貯
89平均) 需要:A 89平均):B (%)

栄
小麦
トワモロコシ

34,875
5i,192

4,502 ト写;亨重吉l2･吉喜5!ト矧
出所: AIC

このように､種子生産販売量が少ない理由としてAI Cは､以下のことを問

題点として上げている.

I)原種の不足. (ただし､ NARSC報告では充分な生産量がある. )

2)極西部での種子加工施設不足｡長期貯蔵用の整備された種子貯蔵施設の

不足｡

3)種子流通網が地方の各地まで整備されていない｡特に､山岳部において

はそれが顕著になっている｡そのため､農家は必要時に簡単な‾種子を購

入することが難しく､また､流通コストが地方ではかさむため種子価格

が割高となっている｡

4) A I Cの種子が農家に受け入れられていないため､毎年売れ残りが生

じる｡
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この中で､一番の問題となっているのが農家の挿子に対する実際の需要が非

常に少ないことで､予測需要をほるかに下回る生産亀にある現在でさえ売れ残

りが生じている現状である｡このことが､ AI Cの種子生産活動を振わない最

大の原因となっている｡

したがって､ネパール王国では､ほとんどの種子が自家採種､あるいは農家

同志の交換によって賄われている実態にあるといえる｡

(3)種子政策

現在､新しい5ケ年計画は未だ明かでないが､先の第7次5ヶ年計画におい

ての農業政策では､作付面積の拡大は自然破壊を招きもはや限界に近づきつつ

あるとの認識により､単位面積当りの収量を伸ばす方針が取られた｡そのため

には農業技術の改善が重要であり､なかでも､優良挿子､化学肥料､適止かん

がい技術が3つの柱とされたo この方針は､新政権の提出した1991/92年度予

算教書の中でも貫かれており､新5ケ年計画においても変化は無いものと考え

られる｡このように､種子の重要さは政府レベルにおいては充分認識されてい

るものの､農家の間にまだそのような考えが充分浸透しておらず､そのギャッ

プを埋めてゆくことが､今後の政策の最も重要なポイントとなっている｡

残念ながら､政変の混乱によって具体的な種子政策は明かとなっていないが､

1988年に制定された国家種子法の考え方に沿って種子政策が実施されることは

確実である.長期的な種子増産計両については､ 1987年に発表されたベーシッ

クニーズプログラムの中で､農業省の発表した主要穀物の種子生産販売目標が

以下のように示されている｡

義一TV-8 種子生産販売目棟

作物≒幣矧
目標(ton)

.鼻盗品毒年
鼻盗品墓守

米l 213 3,400 5,580

トウモロコシ 121 2,300 5,00■0

小麦 2,714 7,000 8,.6D6

ヒエ 10 15

出典: The Basic Needs Program,農業省1987年
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国家種子法の中で特記されることは､民間の種子産業への参入を促し､種子

産業を活性化しようとする戦略に則って法律全体がまとめられていることであ

る｡そのため､法律では､種子生産はAI Cも含めた民間の手に責仔を持たせ､

国家機関はそれを支援する役割に対して責托を追うことになっている｡それら､

役割分担は､ `(1)種子行政制度■ に記したとおりであり､これらの中で､今

後特に重要と考えられているものは以下の3つである｡

種子普及

原々種､原種の生産

種子検査､証明､保証

すなわち､民営化を促進するために種子需要の喚起を図り､そのために､農

家に対する高品質種子の供給を保証する体制の強化を行う方針である｡

ただし､これら国家機関の役割も主要穀物に限られ､付加価格が高く､高い

利益の見込まれる野菜挿子等の生産販売は､民間に任せる方針である｡

また､ネパール王国は山地が多く地域が分断され､種子の流通網も整傭され

ていない｡そのため､政肘は駆られた場所でまとめて種子を生産し各地に配布

するのではなく､山岳部を中心になるべく消費地に近い所で種子生産を行う戦

略をたてている｡具体的には､政肘の生産した原種を各地に配布し､その地方

の訓練した種子生産農家によって増殖を行い､その農家から直接各農家に種子

が行き渡るシステムを考えている｡すなわち､現在､農家が行っている挿子交

換に優良種子の原種を組み込んで､優良種子の生産普及を図ろうとする考えで

ある｡この戦略を効果的に実行するためにも､上記の3つば非常に尊要な政府

の役割と考えられている｡

(4) 国立農業研究サ-ビスセンター(NA7iSC)

NARSCは農業省に属する農林水産業に関する研究と技術開発を行う機関であ

り,種子に関しては､育種､転々種･掠種の生産､種子技術研究を行う役割が

与えられている｡本部は､カトマンズ近郊KhuTnaltarにあるc

種子生産は本部と直属の地方農場及びその他関係機関の作物研究農場におい

て行われており､ 1989/90年においては全国14ケ所､約 290haが原々種･原種

の生産のために使用可能となっている｡しかしながら､現在必要とされる原々
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種､原種の生産量はそれほど多くなく､原々種､原種の生産にこれらの農場す

べてを使用しているわけではない｡

h:ARSCは原々種､原稽の生産を行っているものの､それに関わっている各農

場がその目標を達成し良質な種子を生産するには以下のような問題を抱えてお

り､今後の原々種､原種の必要性の増大を考えると早急な改善が望まれている｡

特に､ NARSCで生産される障々種､原種の質の向上は､ネパールの種子政策の

大きな柱として位置づけられるものであり､そのための対策は緊急の課題とな

っている｡

種子用貯蔵施設の未整備

種子生産加工棟器､機材の不足

高い能力を有する種子生産技術者の不足

種子生産技術の未確立

表-]V-9 原々種･原種生産可能圃場面積

農場 面積(ha)

Khu皿altar il.2
Parwanipしir ご3.C

儲真喜a
64.G
30,5

25.5
34.0

G.5

≠琵芸vr圭きhi
17.5
i.5

Taraha.ra. J4.5

JBl岩nr子宝hapi
Z.2
G.g5

Rampur 34.0

Jitpur 1.0

合計 289.85

出所: 対ARS C

(5)関連する海外援助

ネパールには多くの海外からの援助が行われており､現在実施されている種

子生産に関わっている援助は以下のものがある｡

計 画 名 援助機関

1. Seed Production a Marketing Project GTZ(German Agency for

TechlcaI Cooperatiorl)
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2. Agricultural Research 良 Production

Project

3. Fresh Vegetable & Vegetable Seed
Productio□ Project

4. National Potato Developlent Program

5. Koshj 】THI Agriculture Project Seed

PrograI)

Ⅳ-212 計画の概要

(1) 目 的

USAID

FÅo

SDC(swiss Development

Corporatiof) )

ODA(Overseas Develo印ent

Assistance,UE)

国立農業研究センター(NARSC)の種子生産圃場の施設を懲僻し､生産され

る原々種､原種の品質向上を図る｡

(2)実施機関

国立農業研究サービスセンターとするo

(3)内 容

NARSC付属の農場の種子生産のための施設を整備し､高品質な原々種､原種

の増殖体制を整える｡ここで生産された原種は､一部が農業資材公社(A I

C)
､一部が地方に散在する種子生産農家に供給される｡

対象とするNARSCの農場は､地域性､種子生産可能な圃場の規模等を考慮に

入れ､以下の7農場とする｡

面積(ha)

i. Ehul書altra

2. Parvanipur

3. Bhairahava

4. Nepalganj

5. Surkhet

6. Tarabara

7. EaRPur

ll.2

33.0

30.5

25.5

34.0

34.5

34.0
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対象とする作物は､現在地tiSCが生草している主要穀物を中心に以下のもの

とする｡
.

米､小麦､トウモロコシ､大豆､落花生

(4)施設機材の内容

本計画によって以下の施設機材が整備される｡

1)建設､付帯施設

種子加工機器室､種子検査室､原料用倉庫､種子保管用倉庫(一部低温貯

蔵庫含)
､農業機器資材庫､作業場,乾燥場

等

2)種子加工械器

種子乾燥機､小型種子精選ライン(粗選機､比重選別機､粒型選別機等)

種子消毒機､計量包装機 等

3)種子検査機器

発芽試験梯､水分計､ふるい､締分器､天秤､鏡板 等

4)圃場用機械

トラクタ- (作業機付)
､噴霧器､脱穀機､コーンシュラー､スプリンク

ラー 等

5)車 両

トラック､ 4輪躯動自動車 等
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Ⅳ-2-3 総合所見

ネパール王国の農業政策は､栽培面積の拡大から単位面積当りの収量の増加

へとその比重を移しており､そのなかで優良種子の役割は非常に重要視されて

いる｡

種子政策は1988年に制定された国家種子に則って実施されており､今後もそ

の基本方針に変わりないものと考えられる｡その基本方針の中で目玉となって

いるのが民間部門の種子産業参入促進であり､民間活力を利用して高品質な種

子の生産量を伸ばしてゆく戦略である｡そのための種子生産に関する政府機関

の役割は､高品質な原々種･原種の種子生産者への供給､種子検査･証明･保

証体制の充実､優良種子の一般農家への普及活動が重要とされている｡すなわ

ち､政府が直接種子生産販売に関わるのではなく､民間が高品質な種子を生産

するための原料の確保,技術的指導､また､販売先確保のための種子需要の拡

大を政何の手で支援する方針が取られている｡

国立農業研究サービスセンター(NARS C)は原々種･原種の生産を行う

役割を与えられている唯一の機関であり､自身の付属農場を中心に主要穀物の

原々種､原種の生産を行っている｡しかしながら､各農場の種子生産加工設備

は概して不十分な状態にある.今後のネパール王国の種子産業発展のためには､

高品質な原々種､原種の生産は不可欠であり､将来､種子需要の増加に伴う原

々種,原種の増産が必要になってくることを考慮に入れると､これら農場の種

子生産加工設備の整備を早急に図る必要がある｡

かかる背景のもと､本計画によってそれら施設が整備されることは,ネパー

ルの種子生産体制強化､ひいては､農業発展のために大いに寄与するものであ

り､日本の協力プロジェクトとして適当なものと思われる｡
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1)調査団の構成

団長(総括/かんがい計画) 金津 昭治 ADCA運営委員会運営委員

(秩)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

第二事業本部副本部長

団員(地域計画)

団員(水力発電)

団員(優良種子)

団長(優良種子)

垣内 元紀

(秩)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

第一事業本都営業部課長

松本 良彦

(秩)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

第二事業本都農水事業部

吉野 治伸

(秩)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

第二事業本都農水事業部

深沢 公史

(秩)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

第二事業本都農水事業部
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2)主要団員経歴

金津 昭治

く 職歴 〉

昭和29年

昭和29年

昭和51年

昭和52年

昭和53年

昭和55年

昭和57年

東京大学農学部農業工学科卒業

農林省入省

東海農政局計画部長

構造改善局施工企画調整室長

国際協力事業団農業開発協力部長

関東農政局建設部長

(秩)パシフィックコンサルタンツインターナショナル入社､_取締役農水事業部長､

コンサルティング事業本部副本部長を経て､現在､第二事業本部副本部長､技術士

(農業土木) ･農学博士(東京大学) ｡この間､総理府資源調査会専門委員､東京

教育大学農学部講師､東京農業大学客員教授､技術士本試験試験委員(農業工学)

(杜)農業土木学会理事･海外委員会委員長､ (社)農業教育研究協会理事､

(財)日本農業土木総合研究所理事､のち監事

く 業務歴〉

昭和42-56年

昭和57-58年

昭和58-60年

昭和68-61年

昭和62-63年

昭和63-平成元年

平成2-3年

マレーシア､ラオス､アフガニスタン､パラグアイ､インドネシア､

ネパール､タンザニア､フィリピンに調査団長として参加

シュラレオーネ国ロンベ沼沢地農業開発計画実施調査団長

ホンデュラス国アグアン川流域農業開発計画実施調査団長

チリ国マポーチョ川流域農業開発計画実施調査団長

コロンビア国キンディオ盆地農業総合開発計画実施調査団長

コロンビア国アリアリ川農業総合開発計画実施調査団長

ブータン､エクアドル､コロンビア､メキシコ,ニジェール､マリ､

ケニア,ウガンダ､タンザニアに事前調査団長として参加
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垣内 元紀

く 職歴 〉

昭和45年

昭和45-48年

昭和48-平成元年

平成元年

く 業務歴〉

昭和51-52年

昭和52年

昭和52年

昭和54-55年

昭和55-58年

昭和59年

昭和62年

平成2年

平成2年

平成3年

東京農工大学農学部農業生産工学科卒業

青年海外協力隊､フィリピン大統領社会開発庁勤務

りんかい建設(秩)海外事業部営業副部長

(樵)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

第一事業本都営業部課長

インドネシア国アルンNGプロジェクト

パナマ国バカモンテ漁港建設計画

エクアドル国グアヤキル港拡張計画

北イエメン国ホデイダ港拡張計画

マレイシア国ジョホール港拡張計画

シンガポール国HDB埋立て計画

西サモア国輸送力増強計画

ミクロネシア国ミクロネシア運輸情報収集調査

モロッコ､チュニジア国観光開発情報収集調査

海外農業開発事業事前調査(ケニア･ウガンダ･タンザニア)
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3)調査期間および日程

小規模調査(パキスタン･水力発電)

基礎調査(パキスタン･農地保全)

日程 出発地 到着地 宿泊地 調査内容

1

平成3年

7月28E](目)
乗京 カラチ カラチ 移動

2 29日(月) カラチ イスラマバ-ド イスラマバード 移動､大使館･JICA表敬

3 30E](火) イスラマバ-ド ラホール ラホール

移動､パンジャブ州政府と会議

(かんがい電力省､通信･事業省等)

4 31日(水) ラホ-ル

計画･開発省と打合せ､/l､水力発電サイト

およびメララ堰調査､水理実験場視察

5 8月1日(木) ラホ-ル ミャンチャヌ ミャンチャヌ

移動､小水力発電サイト､ラビ河ミャンチャヌ

地区農地保全･開発サイト調査

6 2日(金) ミャンチャヌ

パンジャブ州首相と面談､

シドナイ堰およびラビ河下流調査

7 3日(i) ミセンチヤヌ ラホール ラホ-ル

ラビ河上流橋梁調査および′ト水力発電サイト

視察､移動

a 4EI(目) ラホール

開発･計両省局長､次官と打合せ､

かんがい電力省･通信･事業省と最終会議

9 5日(月) ラホ-ル カラチ カラチ 移動

10 6E](火) カラチ バンコック バンコック 移動

ll 7日(水) バンコック 東京 帰国
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調査機関および日程(優良種子関係)

日程出発地到着地至福泊地音調査内容
il

7月28日(日)東京カラチカラチ移動(香港､ハ～.1ンコック経由)
I

29日(月)カラチIイスラ叶イイスラ71I＋-L＋

～
1

30日(火)イスラマ]1＋-ドラホールラホール資料収集､移動

31日(水)ラホール]p1'ンシ;y7}種子公社サヒワ-抄種子処理工場､
サヒワ-!i種子農場訪問及び調査
連邦種子検定局(サヒワ-汁)訪問及び調査

8月1日(未)iラホールJLl'げf7'1種子公社訪問及び打ち合せ

2日(金)号ラホ_ル資料整理l

子軍学まラホ‾ル邑ダッ去享子〒ヲi義蓋≡芋軍び打ち
18:苧'((i:':きダッカカトマンズF:予';.草書芸禦慧

flf産業について粛査

11日(日)卜卓カトマンズ藍慧喜;I'c*A…≡…:≡…'l

12日(月)カトマンズパ｡tJヾ｡t細
llI
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調査機関および日程(優良種子関係)

日程 出発地

E

到着叫 宿泊地i調査内容

-8月13日(火)

14日(水)

15日(未)

16日(金)

パロ

バンコック

バンコック

東京

パロ

パロ

バンコック

種苗生産7-ログラム､射げィ-農壕､農業機
械化センター訪問及び打ち合せ

農業局訪問及び打ち合せ

移動(カトマンズ経由)

移動
I
1

I
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4)面談者リスト(パキスタン側関係者､農地保全チーム)

Nati らn al?_s3imigLOjP_幽_!!an___け叫
Mr. Pir Shujaat Hasnain Qureshi

Government of Punjab

Mr. Chaudry Ghulan Hyder Wyne

lrrLgatjon and Power Dept.

Mr. Sirdar Zulfiqar Ali Khan Khosa

Mr. Rana Khursheed Anver

Mr: Malik Masood Ahmed

Mr. Chaudhri Abdul Aziz

Mr. Mian Sikandar Hayat

Mr. Mohamad Asbal Chaudry

Mr. Rana Mahmood Akhtar

Mr. AbduI Shakoor

Mr. Ehsam UfJah Sardar

Mr. Mian Hafjz U”ah

Mr. AbduJ Rashid

Mr. Muhammad Hanif Bhatti

Mr. Muhammad Akbar

Mr. Sh. Aldu[ Sami

Mr. Aurang Zeb

地旦ーDi9yg9P_min19旦2!_･

Dr. Muhammad Arif

Mr. Tasneen M. Noorani

Mr. Abdul Ghatoor

Communication a Works

Mr. Zafar U[Iah Qureshi

Mr. Sa]eem Akhtar Karmani

Pakistan Farmers Forum

Mr. Farhat Ullah Khan

蜘担+坐些旦-_ー小_
Mr. Haroon Zaman Khagga

Laho 〔e,_旦型哩!卿即!_
;4.ut
h叫!y__

Mr. Khushal Khan

在パキスタン日本国大使館

角 田 豊

∫ ICAパキスタン事務所

石 橋 隆 介
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Member

Chief Minister

Minister

Secretary

Chief Engineer (Research)

Chief Engineer (Power)

Chief Engineer (Development a
Lahore Zone)

Chief Engineer (MuJtan)

Chief Engineer (P & K)

Princ[pal Research Office

Superintending Engineer

Superintending Engineer

Superintending Engineer

XEN

Deputy Director (Design)

Executive Engineer

Sub Djvjsion Canal Officer

Chairman

Secretary

Assistant ChJ'ef

AdditionaJ Secretary

Director, Bridges

Chairman

Owner

Chief Traffic Engineer

一等書記官

次長



面談者リスト(優良種子チーム)

(敬称略)

①パキスタン･イスラム共和国関係者

息且⊥地金呈(Ministry of Food, Agriculture 良 Cooperative)

Dr. Noorollah Agriculture Department CommissioTler

凹r. Mohamad Nasuir Senior 【)fficer

国産遵三豊鹿屋(National Seed Registratior) Department)

Dr. Akhlaq r7ussain Director

Mr. Muha皿aLad Ibrabim Deputy Director

連盟盈王後足屋(Federal Seed Certification Department)

1qr.
Syed lrfan Ahmed Director General, Islamabad

Mr. Ch. Abdul Ghafoor Deputy Director, Sahiwal

山王艶皇盈丑(Punjab Seed Corporation)

Mr. MuhatRmad Aziz Ah瓜ad Khan

Blr.州uhaMad Hassan Chaudhry

凹r. Nazakat Ali Bhatti

Mr. Muhammad Hussain Ah･an

当r. Masood Khan

lr. Maha皿mad U山ar

･雷バングラデシュ人民共和国関係者

丘_基太虚盛

大田 武志

点農畳(Ministry of Agriculture)

当r. A.i.普. Giasuddin Milkey

Managing Director, Lahore

Deputy Managing Director, Lah8re

Manager Public Relations, Lahore

舶nager Processing, Sahiwal

Assistant Pathologist(Potato), Sahiwal

Manager Potato Farm, Sahiwal

一等書記官

Director Crop Wing, Directorate of Agri.
Exter)s ion

)i上皿止邑監監監盈丑(Bangladesh Agricultural Development Corporation)

対r. L∫ed A. 』oquit Member Director(Seed)

Mr. Md. Samiruddin Project Director(Vegetable Seed)
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Mr.当uhd Mofazzal uussain

Mr. Abdns Batter

打r.何.”. Hussain

托r. Nurul lslam

Joint Chief, Planning Division

Planning Officer, Planning Division

Potato Specialist

principal Seed Agronomist, Modhupur Seed

Processing Center

iLji二土ユ畳豊艶宜戯(Bangladesh Agricultural Research institute)

Hr. A.A.”. Amzad Hussain Director, Horticulture Research Center

③ネパール王国関係者

地車

熊野 秀一

梼口 次郎

所長

JICA専門家

急呈盈見出比止=(National Agricultural Reseach and Service Center)

氾rs. Kanalesh L. Rajbhandary Chief, Central Seed a Technology Division

点差畳丑公社(Agricultural lnput Corporation)

Nr. B.P. Parajuli Chief, Seed Division

Dr. Ajambar Rai Seed Division

岨エ(民間の種子業者)

Jlr.
Krishna E. Gyawali Managirlg Director

④ブータン王国関係者

急呈屋(Department of Agriculture)

Dr. Kuer]zang Dorji

西岡 京治

Mr. Ja叩ey Dorji.

Mr. S. Kumanpa-gunaretnam

Director General, °ept. of Agriculture

JICA専門家, NSEPP

Programme. Manager,対ASEPP

ロNV, Seed Production Specialist. UNDP
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5)収集リスト

1. AgrjcuJture & Jrrigatl'on,199O - 1991

2. Agricuhre Productivity jn Punjab, Dr. Zafar AItaf

3. National Agricultural Product, 1990 - 1991, Federa一 Bureau of Statistics

4. Economic Data (Constant FactorCost of 1980
-

1981), Federal Bureau of

Statistics

5. Price hdex (InfrationRate), Federal Bureau of Statistics

6. Conversion Rate Between U.S. Do=ar& Pak Pupee, State Bank of

Paklstan

7. Atras forPakistan

8. MapofPakistan

9. Draft tor Concept Clearance Prodorma for Protection and Reclamation o†

Fer(iJe )rrJgated AgrjcuJtural Land, June 1991, Government of Pun)-ab,

Agrjculture, Dept.

10. Draft for Concept clearance Prodorma for Protection and Reclamation of

Fertile Irrigated Agricultural Land, April 1991 ,
Government of Punjab,

Agncu仙re, °ept.

1 1. P.C.I. Proforma, Protecting River Erosion Near Villages Miran Shah,

DadbJoch, Karm Bloch and Tutwa3a Minor in Distt, Sahwa(, MuEtan

lrrigation Zone, Government of Punjab, lrr]gation and Power Dept･

12･ Annual River Survey Plan of River RavJ'forthe Year 1990, U/S Sjdhnaj

Barra9e

13. Summary of 1990 Traffic Data

14. Rainfaff Data〝ear, Bridge Over Rl'ver RavJ'at NL-krari

15. Peak Discharge of River Ravi
A- 1. 0



16. FeasibjLity Study for Sma” Hydel Power Stations on Canal FaJ[s in Punjab

Project Digest

1 7. ProjectConcept C)earance Proforma
Small Hyde) Power Stations on Canal FaILs in Punjab

18. PreJiminary Survey and Proposal for Setting Up a Small Hydro-power

(SHP) Station at VR Bridge on Lower Bars DOAB Canal Near Mianchannリ,

Distt. Mu]tan

19. Longitudinal Section of Lower Bar垂 Doab Canal Circle from R･D･ 0 to

330,000 (Tail)

20. Longitudina=;ection of Lower Ba一i Doab Canal Circle from R･D･ 329,058

to 660,700 (Tail)

2l. DataofFal[Cum Bridge at R.D. 60l,200 LBDC

22. Dataof Fall at R.D. 6,000 K.F.S. Feeder

23. Data of RenaEa Power Station

24. Statement ShowLng Fat(s Discharge FIS･I U/S

25. Punjab Irrigation Research Institute Lahore (Irrigationand Power

Department)

26. Lower Bari Doab Canal Index Map

27. Highway Traffic Map for Class l to V Stations 1990

28. New lmgation Projects

1

2

3

4

5

6

Extension o‖rr唱ation to Greater Cholistan

Extension of lrrlgation to SmalJer ChoListan

DajaI Branch Extension Project

Jala[pur Canal Project

Greater Thal Canal Project

Lining of Distributaries and Minors in Punjab
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収集リスト(優良種子関係)

1.パキスタン･イスラム共和国

(1) All Introduction to the National Seed Registration Department, ヮational Seed

7tegistration Department, Ministry of Food, Agricultural and Cooperative

(2) Procedures and Directions for Seed Certification System iD Pakistan, Food

Agriculture DivislOn

(3) Agricultura享Crops: Long-Ten Trends lg47-48 to 1986-87, Agricultural

Prices Co肌1SSIQn,Ministry Qf Food, AgriclユIture and Cooperatives

(4) National Agricultural Policy

(5) Seed Act 1976, Federal Seed Certification Department, Mir)istry of Food,

Agriculture and Cooperative

(8) Lot and Sample Weight of Some important Crops, Federal Seed Certification

Department

(7) Seed Sampling Procedure and Methods, Federal Seed Certification Department

(8) 8istry of Federal Seed Certification Department and Seed Production System

in Pakistan, Federal Seed Certificatioll Department

(g) Germination Methods for So血e lmportant Crops, Federal Seed Certification

Department

(10) Rice Field lnspection Technique General Guidelines, Federal Seed

Certification Department

(ll) Cotton Field lnspection Technique General Guidelines, Federal Seed

Certification Department

(12) Wheat Field lnspection Technique General Guidelines, Federal Seed

Certification Department

(13) Pakistan Appraisal of the Seed Project January 1976, World Bank

(14) An lntroduction to the Punjab Seed Cooperation, Government of Punjab
Agriculture Depart8)ent

(15) Detailed Annual Plan 1990-91, Planning Comission

(16) Seed Rules 1987. GovemtueTlt Of Pakistan

2.バングラデシュ人民共和国

(1) Annual Develo叩ent Programme 1990-gl, PlanniJlg ConFnission, Ministry of
Planning

(2) List of Aid Worthy Projects 1991, Planning Commission, Ministry of Planning
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3.ネパール王国

(1) The Seventh Plan 185-1990 (A Summary) Part-Ⅰ, National Planning Commissior)

(2) Map of Nepal, Ratna Books Distributors Pvt. Ltd.

(3) Handbook of Agricultural Statistics of Nepal April 1991, Ministry of
Agriculture

(4) A Journ叫of Develpment Vol･10 September, October 1990, National Planning

Col口mlSSIOn Secretariat

(5) Proceedings of Second gational Seed Se血inar托arch 20-22 1990, hTational Seed

Board, Ministry of AgrlCulture

(6) Economic Survey 1990-91. Ministry of Finance

4.ブータン王国

(1) 7th Five Year Plan Proposal for h'ASEPP, Department of Agriculture

(2) Minimua) Standard of Seed Certificatior), Department of Agriculture

(3) Price List of Seeds and Planting Materia.1s 1991, Department of Agriculture
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